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1
自立式修景型枠ＰＣａパネル工
法

100 ㈱奥村組 技術本部 03-5427-2316

プレキャストパネルを縦締め部材（ＰＣ鋼棒）により底盤と連結して自立させ、内部に
コンクリートを打設することにより、一体化した鉛直壁、傾斜壁や柱状のコンクリート
構造物を築造するもので、従来の型枠組立、解体作業が不要となり大幅な省力化が
可能となる。

2
奥村式ダムコンクリート打設自
動化システム

100 ㈱奥村組 技術本部 03-5427-2316
ダムコンクリートの一連の打設作業、混練りからトランスファーカによる積み替え運
搬、クレーンによる運搬・放出を自動化したもので、打設作業の効率化、安全性の向
上を図る。

3
ダムコンクリート締固め判定シス
テム

100 ㈱奥村組 技術本部 03-5427-2316
ダムコンクリートの過度な締固めによる材料分離を防ぎ、品質向上を図る装置。コン
クリートの締固め判定にバイブレータ音を利用して締固め判定を行う。判定は音の変
化パターンをニューラル・ネットワークで行う。

4 注入効果判定支援システム 100 ㈱熊谷組
土木技術部
ダムグループ

03-3235-8649 グラウチング工事における膨大な注入データの解析、注入効果判定を行う

5 転圧機械運行管理システム 100 ㈱熊谷組
土木技術部
ダムグループ

03-3235-8649 ＧＰＳを利用し、複数の転圧機械の運行を管理する

6 気化冷却法 100 ㈱熊谷組
土木技術部
ダムグループ

03-3235-8649 骨材の表面水を気化させ骨材を冷却するプレクーリング工法

7 上下流面清掃装置 100 ㈱熊谷組
土木技術部
ダムグループ

03-3235-8649 コンクリートダムの上下流面の養生汚れ用の清掃機

8
ウォータージェットチッピング装
置

100 ㈱熊谷組
土木技術部
ダムグループ

03-3235-8649 ウォータージェットを利用した堤内バイパス等の骨材をゆるめずにはつる。

9
ダム用コンクリート運搬設備「ラ
イジングタワー」

100 清水建設㈱
土木事業本部技術第
三部

03-5441-0565
ケーブルクレーンを用いず、ダム両岸の切取りが不要。環境への影響が少なく、経済
的なコンクリート運搬設備

10 ＣＳＧミキサ 100 ㈱竹中土木 技術本部 03-3542-6321 ダム本体や堤防等に使用するＣＳＧ材料を効率的に撹拌製造するミキサ。

11 ＳＰ－ＴＯＰ工法 100 飛島建設㈱ 土木技術部 03-5214-7086 急傾斜地でコンクリートや土砂を合理的に輸送する工法

12
ＮＩＣＥクリート工法を用いた堤体
（ダム）ｺﾝｸﾘｰﾄの冷却

100
㈱フ ジ タ・ＮＩＣＥクリート
工法協会

土木本部技術統括部 03-3796-2297

小規模ダムのｺﾝｸﾘｰﾄ打設にレヂーミクスｺﾝｸﾘｰﾄを用いる場合が増えている。その
暑中ｺﾝｸﾘｰﾄ対策として、トラックアジテータ車にて運搬されてきたｺﾝｸﾘｰﾄに対し、投
入装置を用いて液体窒素を投入し、所定の温度まで冷却するＮＩＣＥクリート工法と自
動トランスファーカーを組み合わせたクーリングシステムです。

13 コンタクトクレイ吹き付け工法 100 前田建設工業㈱ 土木営業一部 03-5276-5117
従来人力施工されていたフィルダム岩着部のコンタクトクレイ材の施工を、品質・経
済性・施工性向上に向けて開発した機械化吹付工法

14
ダム通廊・ゲート室のプレキャス
ト化工法

100 前田建設工業㈱ 土木営業一部 03-5276-5117
コンクリートダムやロックフィルダムの通廊・ゲート室施工にプレキャスト部材を用い、
現場打ちコンクリートと一体化し、安全施工・省力化・工期の短縮を図る

15 トグル制震構法 300 飛島建設㈱ 耐震推進室 03-5214-7114 耐震補強工法
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16 ＧＡＭ工法 300 ㈱福田組 環境ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 03-3269-4716
現地で掘削した土を固化材を混ぜて専用プラントで泥土モルタルにした後、再び埋め
戻して良質な基礎地盤に改良する工法

17 Ｆ－ＣＯＷ（エフカウ）工法 300 ㈱福田組 技術部 025-227-3531 スリムな躯体で高い沈設精度を実現したニューマチックケーソン工法

18 ＣＤＭ－Ｌａｎｄ４工法 300 三井住友建設㈱ 土木技術部 03-5337-2132
ＣＤＭ工法は、セメントスラリーなどの固化材と深層の軟弱土を混合処理機を用いて
攪拌・混合し、現位置で地盤改良を行い工法です。通常２軸のＣＤＭ機を４軸同時に
施工するため、作業効率が向上し、コストが縮減されます。

19 高流動コンクリート 300 （独）港湾空港研究所他 五洋建設㈱ 03-3817-7570
締固めを必要とせず信頼性の高い品質となるコンクリートで、十分な締固めが行えに
くい過密配筋部材や密閉状態に近い条件の部材でも流し込みだけで十分な充填性
と強度発現性、耐久性が得られる

20 ＲＣＣカルバート工法 400 アイサワ工業㈱ 技術研究所 086-944-1103 高盛土部における超硬練り転圧コンクリートによる経済的アーチカルバート施工法

21 ＤＳＲ工法 400 ㈱新井組 環境・技術営業部 03-3442‐6681 ｼｰﾙﾄﾞ掘進機の内胴部(駆動部）をﾘｻｲｸﾙする工法

22 T．B．Kｼｽﾃﾑ 400 ㈱新井組 環境・技術営業部 03-3442‐6681 従来の泥濃式推進工法では困難な超長距離推進を可能とする工法

23 Ｋ－１推進工法 400 ㈱新井組 環境・技術営業部 03-3442‐6681 従来の泥濃式推進工法で困難な土質を推進する工法

24 プレキャストトンネル押出し工法 400
安藤建設㈱
ジオスター

安藤建設㈱
土木事業部
工事情報管理Ｇ

03-3457-9636
トンネル坑口において、ベアリングを敷き詰めたレール上にプレキャストアーチ版を
設置し、推進ジャッキにてトンネル坑内に次々と押出して覆工とする工法。主にトンネ
ル拡幅やトンネルリニューアル工事に有効。

25
管渠拡大更新工法
<PERS工法>

400 ㈱大本組 技術本部 03-3593-1541 老朽管渠を供用しながら拡大更新する推進工法

26
既設トンネル調査・診断システ
ム

400 ㈱奥村組 技術本部 03-5427-2316
既設トンネルの改修・改築の施工にあたって、トンネルの覆工や岩盤の状態を精度
よく調査・診断する総合システムである。的確な施工計画に必要な覆工およびその
背面の状況、地山特性などの情報を提供する。

27 奥村式改良オープン型ＴＢＭ 400 ㈱奥村組 技術本部 03-5427-2316

硬岩からグリッパーの反力がない不良地山まで、幅広い地質に対応可能なＴＢＭ。
崩落性の地山では、ルーフサポート内で支保工の組立が可能であり、グリッパーの
効かない場合は支保工に反力を取って補助推進ジャッキで推進する。また自動掘削
システムを搭載することにより、幅広い地山性状に合った効率的掘進を行う。

28
斜坑ＴＢＭ工法（パイロット・リー
ミング方式）

400 ㈱奥村組 技術本部 03-5427-2316

４０～５０度以上の傾斜がある斜坑の施工において、安全性の向上、施工の合理化
に効果のある工法。斜坑導坑の施工をパイロットＴＢＭで施工し、斜坑の切拡げ掘削
をリーミングＴＢＭにより上から下に向かって行う。地山条件の良い場合は、全断面Ｔ
ＢＭで切上がる。

29 立坑ＴＢＭ工法 400 ㈱奥村組 技術本部 03-5427-2316

ＴＢＭを用いて鉛直下向きに全断面掘削を行うもので、掘削と並行して覆工を行うこ
とにより大深度立坑を急速で施工する。施工は下向きカッタヘッドに装備したディスク
カッタで岩盤を破砕し、混気ジェットポンプで吸引、カプセル輸送等の設備で坑外へ
搬送する。掘削と覆工の並行作業が可能となるため、工期短縮と工事費の低減が可
能。
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30 既設トンネル改修用ＴＢＭ工法 400 ㈱奥村組 技術本部 03-5427-2316
老朽化した長大水路トンネルの更新にあたって、トンネルの拡幅、改修を安全かつ急
速に施工するためのＴＢＭ工法。掘削ズリの前出し、後ろ出しや全断面掘削もできる
など、改修トンネルのような条件に対し柔軟に対応できる。

31 ＴＢＭロックライナー工法 400 ㈱奥村組 技術本部 03-5427-2316

リング支保とセグメントの長所を結合したもので、リング支保間に溶接金網を取り付
けた構造で、軽量・安価で組立が容易。ＴＢＭのサポート内で、ロックライナーをエレ
クターで組立。サポートより出ると同時に油圧ジャッキで拡張し、地山に密着。崩落性
の地山でも、ゆるみを進行させず安全・効率的に掘進できる。

32 ＳＤ工法 400 ㈱奥村組 技術本部 03-5427-2316
スロットドリルによりトンネル外周に溝を設け、掘削による振動や騒音の伝播を大幅
に低減する工法で、爆薬を使わない無発破工法と、発破を併用して低振動で掘削で
きる発破併用ＳＤ工法とがある。

33 ＳＤ・ＥＤＤ発破工法 400 ㈱奥村組 技術本部 03-5427-2316
SD工法と電子式遅延雷管の双方の特徴を利用して、発破時の振動・騒音を大幅に
低減する工法。市街地や既設構造物に近接した山岳トンネル工事において低振動・
低騒音で効率よい発破掘削が可能。

34
スロットスター（小型・軽量スロッ
ト削孔機）

400 ㈱奥村組 技術本部 03-5427-2316
岩盤やコンクリートに溝を掘るためのスロット削孔機で、小型、軽量、高効率を特長と
する２連式ドリル。様々なベースマシーンに搭載が可能であり、小断面トンネル、比
較的小規模なＳＤ工事に適用できる。

35 高強度吹付けコンクリート 400 ㈱奥村組 技術本部 03-5427-2316
ＮＡＴＭの、大断面トンネル、シングル・シェル・ライニング構造のトンネルあるいは地
山不良部等で適用できる高強度の吹付けコンクリート。標準タイプ、緊急タイプ、高高
強度タイプ、低粉塵タイプの４タイプがある。

36
いつでもショット工法（遅延コンク
リートを用いたトンネル吹付け工
法）

400 ㈱奥村組 技術本部 03-5427-2316
ミキサー車に開発した凝結遅延剤を混入するだけで、任意の時間に吹付けが可能。
延長の短いトンネルや夜間の運搬ができないトンネルへ適用。

37 ＭＳ先受け工法 400 ㈱奥村組 技術本部 03-5427-2316

切羽崩落等の危険性のある脆弱地山を鋼管の軸方向剛性と注入材による改良効果
により切羽前方地山を補強するフォアパイリング工法。小径（φ76.3mm）の市販鋼管
を使用し、施工効率の向上、削孔タイムの短縮、材料費の低減が図れる。また、掘削
断面の拡幅も不要でコストダウンが図れる。

38
クリンジェット（トンネル用電気集
塵機）

400
㈱奥村組・エムシーエム
松下エコシステム㈱

技術本部 03-5427-2316
粉塵や煤煙を集塵機内部で帯電させ、集塵極板に付着させることにより集塵する。7
～10μm以下の浮遊粉塵に対し高い集塵効果が得られる。軽量コンパクトで、2000m
３／min機を４ﾄﾝ車に搭載可能。
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39 ハニカムセグメント 400 ㈱奥村組 技術本部 03-5427-2316

六角形状のセグメントで、１ピース２本の軸方向挿入ボルトで組み立てられる。覆工
内面に継ぎ手金物の露出が無く平滑なため、二次覆工の省略に適している。全ピー
ス同一形状で、１リングは偶数個のピースで構成され、組立は全て軸方向挿入で行
う。組み立てたピースは３面が固定されるため直ちにジャッキ載荷が可能であり、
シールド掘進とセグメント組立の同時施工に有利である。

40
内水圧対抗型ハニカムセグメン
ト

400 ㈱奥村組 技術本部 03-5427-2316

地下河川や導水路トンネル等の内水圧が作用するトンネルに対して、所定の強度を
備え、急速施工やコストダウンが可能な篏合継手方式を持つセグメントで、一次覆工
のみで対応可能。従来の二次覆工を行う工法に比べ、トンネル断面が縮小となり、コ
ストダウンが可能。

41
ハニカムセグメントを用いた同時
施工法

400 ㈱奥村組 技術本部 03-5427-2316
ハニカムセグメントを用いて、掘進とセグメント組立を同時に行い、掘進サイクルの短
縮を図る工法。エレクタの掘進同調制御とボルト締結を自動化した方式。長距離シー
ルドトンネルの急速施工法。

42 ポリリング工法 400 ㈱奥村組 技術本部 03-5427-2316

ポリエチレン製の帯状覆工材をシールドトンネル内でリング状に成形連結して管路を
築造する鋼製セグメント用の二次覆工工法。二次覆工は、ポリエチレン性の覆工材と
セメント系の中詰め材とからなる。本工法により二次覆工厚さが薄くなりトンネル断面
の縮小が可能となる。

43 ラッピング工法 400
㈱奥村組・大成建設･五
洋建設･日立建機・石川
島

技術本部 03-5427-2316
セグメントの外周を止水性と耐久性に優れた防水シートで覆う工法。防水シートでト
ンネルを覆うことにより、大深度化するシールドトンネルの「高水圧」に対応でき、ま
た、海底部や湾岸部等、塩害の予測される地域でのセグメントの劣化を抑止する。

44
大深度流入、分岐立坑築造工
法

400 ㈱奥村組 技術本部 03-5427-2316

回収型縦型掘進機により大深度の流入、分岐立坑等を築造する工法で、都市部の
大深度化したシールドトンネルに接続する立坑を、障害物を避けて築造できる。掘進
完了後、カッタ板およびスキンプレート以外は容易に回収・転用でき、コストダウンを
図れる。

45 ビットライズシールド機 400 ㈱奥村組 技術本部 03-5427-2316
ビットに内蔵した摩耗検知装置からの情報に応じ、内蔵したジャッキで特殊ビットをせ
り上げることにより、従来の数倍の長距離施工を可能とするシールド機。ビット交換
費の大幅な低減と工期短縮が可能となる。

46 スーパーミニ工法 400 ㈱奥村組 技術本部 03-5427-2316

小口径管を泥水式推進工法の二工程方式で、ワンマンコントロール方式により集中
管理室において遠隔操作で施工する。広範囲な土質に適用が可能で、標準のスー
パーミニ工法のほか、スーパーミニ・エース工法、スーパーミニ・ロック工法、スー
パーミニ・ダクタイル管推進工法、スーパーミニ・カーブ工法がある。

47 スーパーミニ・カーブ工法 400 ㈱奥村組 技術本部 03-5427-2316
スーパーミニ工法の曲線対応工法。鉄筋コンクリート管φ400～500mm、曲線半径
100m以上、土被り5m程度に適用可能。水平位置測量は光ファイバージャイロと磁力
線位置検出装置を使用。
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48 スーパーエル工法 400 ㈱奥村組 技術本部 03-5427-2316

滑材を二層に注入することによって滑材の効果が長期間発揮できるようにした長距
離推進工法で、従来の泥水式推進工法や、土圧式推進工法等の長距離施工が可能
になる。推進管の外周に固結する一次滑材を注入し、その内側に液状の二次滑材を
注入する。二次滑材は地山に浸透することなく安定した滑材効果が発揮でき、推進
抵抗力が大幅に低減される。

49 管被膜推進工法 400 ㈱奥村組 技術本部 03-5427-2316

推進管とその外周面を覆う膜材との間に滑材を注入し、土圧・水圧より高い圧力を保
持することによって、推進管と膜材のクリアランスを確保しながら推進する一工程方
式の工法。滑材の逸散や劣化がなく推進抵抗を小さくできるため長距離推進が可
能。

50 回収型掘進機（やどかり君） 400 ㈱奥村組 技術本部 03-5427-2316

掘進機の駆動部分や推進部分の機械を内殻、スライド部分を外殻に分割し、分離可
能なニ重構造とすることで、掘進機内部の機械･装置を回収し、リサイクルできる。外
殻は折れ曲がり構造で曲率に応じて屈曲でき、内殻側の機械･装置も追従して作動
するので、曲線施工にも対応できる。

51
アール・アンド・シー（Ｒ＆Ｃ）工
法

400

㈱奥村組（建設省土木研
究所・（財）土木研究セン
ター及び民間１１社の共
同開発）

技術本部 03-5427-2316

走行する列車や車の流れを阻害しない非開削の路線下横断構造物施工法。矩形断
面のパイプルーフで軌道荷重や道路荷重を受けた後、箱形ルーフを押し抜きながら
函体を推進(又は牽引)する。箱形ルーフの押し抜きとフリクションカット用の鋼板の効
果により函体の土被りを浅くすることが可能。

52
ハ－フＰＣaア－チカルバート工
法

400 ㈱奥村組 技術本部 03-5427-2316

アーチカルバートを急速に構築可能な施工法。アーチカルバートの内空にＰｃａ型枠
を、外側に移動型枠を用いて、現場打ちコンクリートを打設。Ｐｃａ型枠と一体化し
アーチカルバートを構築する。部材を３ｔ以内としており、狭隘な場所での施工が可
能。Ｐｃａ型枠が組み上がればトンネル内の通行が可能となる。

53 ミニシールド工法 400 ㈱クボタ建設 営業本部 03-3547-9178 仕上り内径φ900～2000mmの二次覆工省略シールド工法

54 ミクロ工法・スーパーミクロ工法 400 ㈱クボタ建設 営業本部 03-3547-9178 φ400～600mm対象の二工程方式(ﾐｸﾛ)・一工程方式(ｽｰﾊﾟｰﾐｸﾛ)長距離推進工法。

55 PSS-Arch工法 400 ㈱熊谷組
トンネル技術部
トンネルグループ

03-3235-8649
先行アーチ支保による地山補強工法で、めがねトンネルの中央導坑から先行して曲
がりボーリングにより本坑のアーチ支保工を地中に構築する。

56
次世代のトンネル技術
「KM21TM」

400 ㈱熊谷組
トンネル技術部
トンネルグループ

03-3235-8649
大深度、大土被りにおける土砂地山から硬岩までのトンネル施工の幹線機械化を目
的とし、１台の機械で、あらゆる地山条件の変化に対して常に最適な掘削機構と支
保で施工できる21世紀の新しいトンネル工法。

57 長尺切羽補強工法 400 ㈱熊谷組
トンネル技術部
トンネルグループ

03-3235-8649
トンネル切羽前方地山に、二重管せん孔方式による長尺のGFRP管と注入材による
地山改良体を形成することで、トンネル掘削の影響による先行ゆるみの発生を積極
的に抑えトンネルの安定を図る地山補強工法。

58 トンネル拡幅工法 400 ㈱熊谷組
トンネル技術部
トンネルグループ

03-3235-8649
２形式のプロテクター（ガントリータイプとステージタイプ）により機械掘削併用の発破
工法により土砂地山から硬岩までのあらゆる地質条件の長大トンネルを通行止めす
ることなく活線拡幅する工法。

59 エコシールド工法 400 ㈱熊谷組
トンネル技術部
トンネルグループ

03-3235-8649 硬質地盤で添加材を使わずに掘削し、土砂を一般残土として排出する。
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60 Ｋ－１推進工法 400 ㈱鴻池組 大阪本店土木設計部 06-6244-3671
面盤型カッタヘッドを搭載し、巨礫・玉石層にも対応可能な泥濃式推進工法。推力低
減システムの併用により長距離施工にも対応可能。

61 合成セグメント／ＩＴジョイント 400 ㈱鴻池組 大阪本店土木設計部 06-6244-3671
鋼殻とコンクリートを一体化させた合成セグメントと完全内面平滑となるワンタッチ挿
入型の継手の組合せにより、二次覆工省略かつ内水圧対応型の大深度・大口径
シールドに対応可能。

62 コーンコネクタセグメント 400 ㈱鴻池組 大阪本店土木設計部 06-6244-3671
完全内面平滑となるワンタッチ挿入型の継手の組合せにより、二次覆工省略型シー
ルドの急速施工が可能。

63
シールド高速施工技術「F-NAVI
シールド」

400 清水建設㈱
土木事業本部技術第
四部

03-5441-0555
シールド機前胴部の首振り機構により方向制御できるため、掘進とセグメント組立が
同時に施工することによる高速施工を実現

64
トンネル背面空洞調査システム
（PVMシステム）

400 清水建設㈱
土木事業本部技術開
発部

03-5441-0518
高速度で覆工および背面地山を削孔することで、高精度に覆工背面の状況（覆工
厚、空洞の大きさ等）を調査できるシステム

65
トンネル背面空洞充填工法（ア
クアグラウト工法）

400 清水建設㈱
土木事業本部技術第
一部

03-5441-0186
地下水による材料分離がなく、地山や覆工の亀裂に逸脱しない充填材によるトンネ
ル背面空洞への充填工法

66
レンジコンクリート製高耐久パネ
ル（ASフォーム工法）

400 清水建設㈱
土木事業本部技術第
一部

03-5441-0186
ビニルエステル樹脂コンクリートと立体金網や種石で構成された高耐久性プレキャス
トパネルで、埋設型枠や補修パネルとして使用

67
断面拡幅・縮小シールド（ES-
Tube工法）

400 清水建設㈱
土木事業本部技術開
発部

03-5441-0518 シールド機の掘削断面を自在に拡大・縮小が可能。地中送電線、ガス導管

68 Eco-ｹｰｿﾝ工法 400 ㈱白石 技術営業企画部 03-3253-9120

開削でﾄﾝﾈﾙ施工時，土留め壁が施工されるが，地下水の状態と開削時の盤ぶくれ
対策で，非帯水層まで土留め壁を貫入させる．この時，地下水が遮断され，地下水
流の流れによってﾀﾞﾑｱｯﾌﾟﾀﾞｳﾝ現象が起こり，周辺地盤の沈下,隆起や井戸枯れの問
題が生じる．地下ﾄﾝﾈﾙの築造にﾆｭｰﾏﾁｯｸｹｰｿﾝ工法を適用することにより，地下水
を遮断することなくﾄﾝﾈﾙを築造することができる．

69
４分割セグメント　２次覆工省略
型シ－ルド

400 西武建設㈱ 042-926-3414 ４分割ｾｸﾞﾒﾝﾄによって２次覆工の省略を可能にしたｼ-ﾙﾄﾞﾄﾝﾈﾙ工法

70
SEWシールド直接発進到達
工法

400 ㈱錢高組 技術本部 03-5323-3861
シールド機が通過する部分に、切削可能なFFU部材を組み込んだ
新しい土留め・発進・到達工法

71 ZAOS－phm盤ぶくれ防止工法 400 ㈱錢高組 技術本部 03-5323-3861
ジェットグラウトとアンカーを組合せ、土留め掘削時の盤ぶくれを
安全・確実に防止する工法

72 泥土加圧シールド工法 400 大豊建設㈱ 技術開発部 03-3297-7011
泥土による切羽安定機構をもつシールド工法で、土質に対する広い適応性や地盤の
変状を最小限に抑えるなどの特徴があります。

73 ＤＯＴ工法 400 大豊建設㈱ 技術開発部 03-3297-7011
複円形断面の泥土圧シールド工法。占有面積を小さくでき、トータルコストを低減でき
ます。また、切羽が同一平面であるため姿勢制御が容易です。
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74 ＤＰＬＥＸシールド工法 400 大豊建設㈱ 技術開発部 03-3297-7011

平行リンク運動するカッターを有する任意断面のシールド工法。任意断面が選定でき
るので目的にあった合理的な断面とすることができる。掘削トルクが小さく駆動部をコ
ンパクトにユニット化できる。ビットの磨耗が少なく従来の3倍程度の長距離掘進が可
能。

75 Ｊ－ＤＰＬＥＸシールド工法 400 大豊建設㈱ 技術開発部 03-3297-7011
ジャッキによるカッター駆動を行うＤＰＬＥＸシールド工法。転用性の向上、機長の短
縮などで工事の全体コストを縮減できる。機内注入機構やマンホールの設置が容
易。

76 泥土加圧推進工法 400 大豊建設㈱ 技術開発部 03-3297-7011
泥土による切羽安定機構をもつ推進工法。土質に対する広い適応性、地盤の変状を
最小限に抑える、プラント用地が手掘り推進と同程度などの特徴があります。

77 ＤＰＬＥＸ推進工法 400 大豊建設㈱ 技術開発部 03-3297-7011
平行リンク運動するカッターを有する任意断面の推進工法。転用可能なベースマシン
にアタッチメントを取り付けることで任意断面の推進が可能。

78 円弧状矩形セグメント 400 大豊建設㈱ 技術開発部 03-3297-7011
矩形断面のセグメントにおいて上下の辺などを円弧状とすることによりセグメント厚を
薄くできるセグメント。断面が小さくなり、経済性に優れている。

79 じおくらいまー 400 大豊建設㈱ 技術開発部 03-3297-7011 急勾配のトンネル工事における土砂、資機材の搬送システム。

80 　ＨＥＰ＆ＪＥＳ工法 400 鉄建建設㈱ ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ本部 03-3221-2243
路線下の横断トンネルを非開削で速く、精度よく安全に施工する工法であり、到達側
からＰＣ鋼線を使ってけん引によりエレメントを埋設するＨＥＰ工法と、埋設したエレメ
ントを本体構造物とするＪＥＳ工法の複合工法である｡

81 　タフシート工法 400 鉄建建設㈱ ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ本部 03-3221-2243
タフシートは紫外線を照射することにより硬化するＦＲＰシートであり、既設トンネルの
内面に貼付けて遮水性・耐薬品性に優れた防食被覆層を形成することによりコンク
リート表面の剥落防止とする補修工法である。

82 　ＲＥＤＥＥＭ工法 400 鉄建建設㈱ ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ本部 03-3221-2243

既設トンネルの内面に、じん性に優れたセメント系繊維補強モルタル版を形成して覆
工を補強する工法であり、覆工表面にマット状のＰＶＡ（ポリビニールアルコール）繊
維を取付けた後、型枠用のＰＶＡ繊維補強ボードをアンカーで固定して、マット部分に
モルタルを順次に浸透・充填する工法である｡

83 　ＴＵＬＩＰ工法 400 鉄建建設㈱ ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ本部 03-3221-2243

曲線ボーリング装置を用いて地中に曲線管を埋設する技術であり、埋設した曲線管
を本管利用する他、地盤改良工の凍結管あるいは注入管として利用することにより、
トンネルの地中接合や拡幅・分岐・合流部施工、さらに扁平大断面の施工を可能とす
る工法である｡

84 　ＴＳＬ－Ｃ工法 400 鉄建建設㈱ ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ本部 03-3221-2243

凝結開始時間の調節が可能な急硬性高流動コンクリートをセントル型枠内に打設し
て、高強度･高品質の薄肉覆工を短時間で形成するトンネル急速覆工工法であり、
既設トンネルの内面に薄肉の内巻きコンクリートを迅速に形成して覆工を補強する工
法である｡

85 　コンクリートはつりロボット 400 鉄建建設㈱ ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ本部 03-3221-2243
本体の位置決めや切削等の作業をマイクロコンピュータによる自動制御としたドラム
カッタ切削タイプの覆工コンクリートのはつりロボットであり、トンネル補修工事におけ
る既設覆工コンクリートのはつり作業を速く正確に効率良く施工する工法である。
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86 　ＣＩＣ工法 400 鉄建建設㈱ ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ本部 03-3221-2243

老朽化した水路トンネルのインバート面を迅速にリフォームする工法であり、本体の
位置決めや切削等の作業をマイクロコンピュータによる自動制御としたインバート切
削ロボットによって速く正確に行った後、インバートフィニッシャでコンクリートを打設・
整形する工法である。

87
水平長尺コントロールボーリン
グ

400 鉄建建設㈱ ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ本部 03-3221-2243
三次元座標計測システムにより、リアルタイムにボーリング孔先端の位置を把握して
方向制御を行いながら、追随式のケーシングにより孔壁を保護して精度良く長距離
ボーリングを施工する工法である｡

88 トレール工法 400 飛島建設㈱ 土木技術部 03-5214-7086 スライド式カッタービット交換システム

89 ＥＷ工法 400 飛島建設㈱ 土木技術部 03-5214-7086 直接発進・到達を可能にした杭芯材劣化技術

90 活線拡幅工法 400 飛島建設㈱ 土木技術部 03-5214-7086 既設トンネルを通行止めをすることなく拡幅する工法

91 無発破岩盤掘削 400 日本国土開発㈱ 施工本部 03-5410-5772 大型機械式クサピで割岩する工法。KNBB工法と呼ぶ。

92 プレストレスセグメント 400 日本国土開発㈱ 施工本部 03-5410-5772
P&PCと呼ばれている。プレストレス導入セグメントは薄肉となるため、掘削断面が小
さくなり、経済的にシールドトンネルを施工できる。

93 ﾊﾟｲﾌﾟﾘﾆｭｰｱﾙ(PRS)工法 400 ㈱ピーエス三菱
技術本部　技術推進
部

03-4562-3070 老朽化した中・小口径下水道管渠を非開削で同位置に更新管を埋設する工法。

94 管周混合推進工法 400 ㈱福田組 技術部 025-227-3531
地山と管との間に滑材混合層を形成して摩擦抵抗力の低減を図ることで長距離推進
を可能とした工法

95 管周固化推進工法 400 ㈱福田組 技術部 025-227-3531
掘進機の後ろから薬液を注入して地盤を固化した後固化した地盤と管との間に滑材
を注入して管の周面抵抗力を極力減少させた工法

96 デュアルシールド工法 400 ㈱福田組 技術部 025-227-3531 推進工法とシールド工法との両方の特徴を兼ね備えた経済的な管の築造工法

97
ＰＣＬ工法（専用運搬台車を使
用）

400 ㈱福田組 技術部 025-227-3531
交通を遮断することなく専用の台車でＰＣＬ版で老朽化したトンネルの覆工を行う工
法

98 Ｐ＆ＰＣセグメント工法 400 三井住友建設㈱ Ｐ＆ＰＣ室 03-5337-2139
プレストレスを与えてセグメントピースを一体化させる、経済性に優れたシールドトン
ネル用セグメント工法です。二次覆工も省略可能

99 ＪＵＣ工法 400 三井住友建設㈱ 土木技術部 03-5337-2132
立坑なしでシールドトンネルの任意位置で分岐・接合を施工する工法です。施工に伴
う周辺環境への影響を大幅に軽減し、従来の工法に比べ、工期の短縮、工費縮減が
図れます。

100 バックフィルシールド工法 400 三井住友建設㈱ 機電部 03-5337-2137
バックフィルシールド機を用いて既設管路の外周地盤を掘進しながら、順次既設管
路の撤去と埋め戻しを行う工法です。非開削により、既設トンネルを撤去して、周囲と
同等の地盤状態に復帰することができます。

101 リングロックセグメント 400 三井住友建設㈱ 土木技術部 03-5337-2132
トンネル外部の土水圧だけでなく、内水圧にも一次覆工単独で対応可能なボルトレ
スタイプのセグメントです。トンネルの使用目的により、二次覆工の省略が可能となり
ます。
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102 ＮＯＭＳＴ 400 三井住友建設㈱ 土木技術部 03-5337-2132
新素材コンクリートを用いて、シールドのカッタービットで切削できる立坑の土留壁材
です。ＮＯＭＳＴでは、地盤改良を削減または不要にでき、発進、到達の自動化、省
力化を図ることができます。

103 二次覆工吹付けライニング 400 三井住友建設㈱ 土木技術部 03-5337-2132
シールドトンネルの急曲線部や開口補強部等のスチールセグメント区間を吹付けで
二次覆工する施工法です。吹付け工法のため、施工設備が簡易で、断面形状や補
強材に左右されることなく施工が行えます。

104 拡大シールド工法 400 三井住友建設㈱ 土木技術部 03-5337-2132
地上に影響を与えることなく、トンネル内部から目的に応じて拡大空間を建設する工
法です。

105 Ｒｅキューブモール 400 三井住友建設㈱ 土木技術部 03-5337-2132
開削することなく、既設管路を撤去することのできる工法で、豊富なバリエーションに
より、多種多様な施工環境に対応可能です。

106 ＣＤ－ＮＡＴＭ 400 三井住友建設㈱ 土木技術部 03-5337-2132
中壁を用いたＮＡＴＭで、土被りの薄い未固結地山のトンネル掘削において、地表面
沈下を大幅に抑制することができます。

107 ダストレスショットクリート工法 400 三井住友建設㈱ 技術研究所 04-7140-5220
回転円盤の遠心力で吹付け材料を壁面に投射する工法です。圧縮空気を使用しな
いので、粉じん発生量が極端に少なく作業環境が良好です。

108
機械量検層によるトンネル切羽
前方探査システム

400 三井住友建設㈱ 技術研究所 04-7140-5220
ボーリングマシン等の専用機械を持ち込まないで、簡便に切羽前方の地質状況の予
測ができるシステムです。従来から行われてきたさぐり削孔を定量的、客観的データ
として表現し、工程管理や安全管理に活用できます。

109 ＦＲＰケーブルボルト 400 三井住友建設㈱ 技術研究所 04-7140-5220
炭素繊維やガラス繊維を組紐状に編み、樹脂で含浸させたケーブルボルトです、コイ
ル状に巻けるため、狭い空間から長尺の施工が可能です。ＦＲＰ製であるため、切削
しやすく機械掘削が容易です。

110
ＧＳＡ・フィブラケーブルボルトシ
ステム

400 三井住友建設㈱ 土木技術部 03-5337-2132
オーストリアから導入したＧＳＡという削孔システムと中空式のＦＲＰケーブルボルトを
組み合わせた長尺フェースボルト工で、不良地山への対応が可能です。通常の削孔
ジャンボで施工が可能で、コストダウンが図れます。

111 ロックボルト長検査システム 400 三井住友建設㈱ 技術研究所 04-7140-5220
トンネルの支保工に用いるロックボルトの長さを判定する非破壊検査システムです。
セメントモルタルなどのグラウトの充填状況も評価できる特徴があります。

112 真空透気試験法 400 三井住友建設㈱ 土木技術部 03-5337-2132
ボーリング孔にパッカーで閉塞された試験区間を設け、この区間の空気を真空ポン
プにより排除することにより、岩盤の透気係数を求める試験です。透気係数の分布
から、掘削後の周辺地山のゆるみ領域を精度よく測定できます。

113
多段階三軸圧縮試験による岩
盤評価技術

400 三井住友建設㈱ 土木技術部 03-5337-2132
最大封圧100MPの高性能試験機により、地下３０００ｍ以上の深部を模擬することが
でき、熱ー水ー応力連成試験などの複合試験による岩盤評価を行うことが可能で
す。

114 大断面立坑設備 400 三井住友建設㈱ 土木技術部 03-5337-2132
立坑の仕上がり径が7.5ｍ以上の大断面立坑の掘削を対象として開発したもので、従
来のシャフトジャンボを小型化して、坑内機器の操作性を向上させた、小型で効率の
よい立坑坑外設備です。
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115 ＰＣシャフト工法 400 三井住友建設㈱ 土木技術部 03-5337-2132
プレキャストセグメントを用いた立坑の急速構築工法です。プレキャストセグメントを
地上で組み立て、円周方向にプレストレスを与えて一体化し、所定の深さまで沈設し
て、立坑を構築します。

116 遠心力吹付け工法 400 三井住友建設㈱ 土木技術部 03-5337-2132
深礎基礎等の円形立坑の土留工を遠心力を用いたモルタル吹付け方式で行う方法
で、粉じんの発生が極めて少なく、作業環境が改善されます。従来のライナープレー
トを用いた土留工に比べて、経済的に優れます。

117 ﾄﾝﾈﾙ拡幅工法 400 小田急建設㈱
小田急建設
技術開発部

045-323-3974 別添一覧表参照

118 新ｵｰﾌﾟﾝｼｰﾙﾄﾞ 400 ㈱ピーエス三菱 土木本部　土木部 03-4562-3042 開削工法とシールド工法の長所を活かし、函渠を様々な条件下で布設施工できる。

119 ｽｰﾊﾟｰﾐｸﾛ工法 400 ㈱ピーエス三菱
技術本部　技術推進
部

03-4562-3070 泥水一工程方式採用により、低コスト化した小口径長距離曲線推進工法。

120
シールドの２次覆工省略セグメ
ント（スライドコッターセグメント）

400 前田建設工業㈱ 土木営業一部 03-5276-5117
シールド工事の合理化やコスト縮減に関連した技術で、軸方向挿入型のコッター継
手とワンタッチ式のクイックジョイントを用いることにより高速施工を可能とし、内面の
平滑性化による二次覆工省略が図れる

121
無拡幅型注入式フォアパイリン
グ（ＡＧＦ－Ｓ）

400 前田建設工業㈱ 土木営業一部 03-5276-5117
低土被りや滑り地山のトンネル工事で採用される注入先受け補助工法ＡＧＦを改良
し、掘削断面の拡幅を最小もしくは不要としてコストダウンを図った工法

122 ラッピング工法 400 ラッピング工法研究会 五洋建設㈱ 0287-39-2115
止水性と耐久性に優れた防水シート(以下、シート)でセグメントの外周を覆う工法で
ある。

123 上向きｼｰﾙﾄﾞ工法 400
大成建設・五洋建設・IHI
他

五洋建設㈱ 0287-39-2115
地下から地上へ向けての掘削を可能にしたことで、地上での工事期間が短くできる
ほか、列車の線路間、ビル街や繁華街、狭隘な場所など、地上から立坑を作ること
が困難な場所でのスムーズな作業を可能とする技術である。

124 ｼｬｰｸﾋﾞｯﾄ工法 400
五洋建設(株)、日本鋼管
(株)

五洋建設㈱ 0287-39-2109
交換用カッタービットを挿入ボックスから一個づつカッタースポークに挿入することに
より、摩耗した外周側 のカッタービットを外側に押し出すという簡便な機構で何回でも
カッタービットの交換ができる工法である。

125 リングシールド工法 400 五洋建設㈱、㈱銭高組他 五洋建設㈱ 03-3817-7570

トンネルの外殻部をリング状のシールドで先行掘削して覆工体を構築し、その後地山
を掘削してトンネルを完成させる。覆工体としては地山の状況に応じて、合成セグメ
ント、RCセグメントおよび新規に開発したFFC(袋詰めコンクリート)覆工が選択出来
る。

126
シールド全自動管理システム
(Total-TADS)

400 東急建設㈱
営業推進本部
土木エンジニアリング
部

03-5466-5272 シールド工事の全ての作業を一元化できるシステム

127 トンネル覆工背面調査装置 400 東急建設㈱
営業推進本部
土木エンジニアリング
部

03-5466-5272 トンネルの覆工厚及び覆工背面の空洞の測定装置
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128
自由断面トンネル掘進機 過掘り
防止装置(APEXS)

400 東急建設㈱
営業推進本部
土木エンジニアリング
部

03-5466-5272 自由断面トンネル掘進機カッター位置制御

129 New PLS工法 400 東急建設㈱
営業推進本部
土木エンジニアリング
部

03-5466-5272 剛性の高いコンクリートシェルによるトンネル先受け支保工法

130 異形断面シールド工法 400 東急建設㈱
営業推進本部
土木エンジニアリング
部

03-5466-5272 矩形・楕円形・馬蹄形等、様々な断面を建設できるシールド工法

131
リングシールド工法用合成セグ
メント

400 東急建設㈱
営業推進本部
土木エンジニアリング
部

03-5466-5272
トンネル外郭部をシールドマシンで掘削するリングシールド工法用の覆工材セグメン
ト

132 リングシールド工法 400 東急建設㈱
営業推進本部
土木エンジニアリング
部

03-5466-5272 リング状の1台のシールドを用いた外殻先行シールド工法

133
中大口径管渠更生工法
「パルテム・フロ－リング工法」

400 ㈱松村組 土木本部土木技術部 06-6354-8820
更生管の強度設計ができ、円形、矩形、馬蹄形などあらゆる断面形状の施工を可能
にした。

134
小口径長距離曲線推進工法
「ミクロ工法」

400 ㈱松村組 土木本部土木技術部 06-6354-8820
泥水方式二工程式推進工法：呼び径250～500mmの推進管で長距離400m、急曲線
30mRの施工を可能にした。

135
小口径長距離曲線推進工法
「ス－パ－ミクロ工法」

400 ㈱松村組 土木本部土木技術部 06-6354-8820
泥水方式一工程式推進工法：呼び径400～600mmの推進管で長距離300m、急曲線
60mRの施工を可能にした。

136 竹割り型構造物掘削工法 500 アイサワ工業㈱ 技術研究所 086-944-1103
リングビーム・逆巻壁・ロックボルトを用いて急斜面上に橋梁下部工等の構造物を建
設する場合の構造物掘削工法

137
大深度ニューマチックケーソン
無人化工法
<ROVOｹｰｿﾝ工法>

500 ㈱大本組 技術本部 03-3593-1541
大深度のニューマチックケーソン工法における沈下掘削作業と土砂搬出作業の無人
化・自動化技術
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138
プレハブ・複合部材を用いた橋
梁下部工の施工法（３Ｈ工法）

500

㈱奥村組（建設省土木研
究所・（財）先端建設技術
センター・及び民間１１社
の共同開発）

技術本部 03-5427-2316

高橋脚築造技術で耐震性の向上、施工の効率化、経済性の向上等を目的にした独
立法人土木研究所等との共同研究施工法。主鉄筋の一部の鋼材への置き換え、プ
レキャスト型枠、大型昇降式型枠の採用等からなる。プレキャスト型枠には帯鉄筋を
埋め込んでおり、鋼材、軸方向鉄筋等からなるスパイラルカラムを一体で建て込み、
内部コンクリートを充填。

139
スパイラル筋巻立ＲＣ柱耐震補
強工法

500 ㈱奥村組 技術本部 03-5427-2316
既設鉄筋コンクリートの柱の耐震補強工法。高強度スパイラル筋をひねりを加えなが
ら既設柱の外周に巻き付ける。その上にモルタルを吹き付けこてで仕上げる工法。
従来工法に比較して安価で、施工性の良い技術。

140
ＡＰＡＴ（エーパット）工法（外部ス
パイラル鋼線巻立耐震補強工
法）

500
㈱奥村組（ＪＲ西日本・ＪＲ
西日本コンサルタンツ㈱
との共同開発）

技術本部 03-5427-2316

プレキャストコンクリートブロックとスパイラル状に加工した亜鉛メッキ鋼より線を用い
た安価で施工性の良い補強工法で、損傷判定が目視検査で対応可能。分割したPC
ブロックを柱に取り付け、鋼より線を巻きつけることで、柱の曲げ耐力を増加させるこ
となく、曲げじん性・せん断耐力を向上させる。

141 延長床版プレコンポ工法 500 ㈱ガイアートクマガイ 新事業推進室 03-5261-9212

本技術は橋梁部と土工部をつなぐ伸縮継手（フィンガージョイント等）を土工部に移設
し、橋梁床版を延長させることにより、伸縮継手部で発生していた交通車両による騒
音・振動を抑える工法である。また、伸縮継手を移設することにより、橋梁の支承の
塩害対策にもなる。

142 発泡スチロール型枠工法 500 ㈱鴻池組
土木本部ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ
部

06-6244-3619
中空構造の高橋脚において、中空部に発泡スチロールを足場兼用型枠として使用す
ることにより、コスト縮減、工期短縮、安全性向上を図ることができる。

143
プレストレストコンクリート橋架設
工法（P&Z工法）

500 清水建設㈱ 土木事業本部設計部 03-5441-0596
橋梁上部工に設けた移動架設桁で橋脚の両側に順次張り出しながら上部工を分割
構築するプレストレストコンクリート橋の架設工法

144
かみ合わせ継手による鋼板巻
立て補強工法

500 清水建設㈱
土木事業本部技術第
一部

03-5441-0186
機械式のかみ合わせ継手を用いた鋼板巻き立てによる橋脚・柱の耐震補強工法。
溶接が不要で、天候に左右されず、水中施工が容易

145
緩衝材使用炭素繊維シートによ
る補強工法（Hiper-CF工法）

500 清水建設㈱
土木事業本部技術第
一部

03-5441-0186
構造物と炭素繊維シートの間に柔軟性の緩衝材を設置してシートの剥離を防いだコ
ンクリート構造物の補強工法

146 SH-SHINSO工法 500 ㈱白石 技術営業企画部 03-3253-9120

従来深礎の施工は，人力で行われている．狭い空間で掘削排土作業等が行われる
ため安全性が懸念されている．SH-SHINSO工法は，掘削・土留め・杭構築までをす
べて地上および地上遠隔で行い深礎孔内作業を無人で行うことのできる工法であ
る．掘削は地上遠隔で行う．適用範囲は，杭径2.5m～3.0mで深さの制限はない．ま
た対応地盤は土砂～硬岩まで施工可能である.

147 ｱﾝﾌﾞﾚﾗﾌｫｰﾑ工法 500 ㈱白石 技術営業企画部 03-3253-9120

深礎杭では土留めにﾗｲﾅｰﾌﾟﾚｰﾄが使用されてきた．しかし，裏込め材の不充填等施
工上の問題から，設計時に杭周面の摩擦力を考慮していなかった．近年深礎杭の耐
震性能向上を目的に杭周面摩擦力を期待するために土留めにﾓﾙﾀﾙﾗｲﾆﾝｸﾞを採用
している．ｱﾝﾌﾞﾚﾗﾌｫｰﾑ工法は，ﾓﾙﾀﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ施工時の円形型枠を地上から簡易に
設置できる工法である．適用範囲は，杭径2.5～3.5mまで0.5m単位である.

148 ﾛﾎﾞﾊﾞｯｸ工法 500 ㈱白石 技術営業企画部 03-3253-9120

深礎杭の施工を急斜面地で行う場合，大型の重機が搬入不可のため小型のﾊﾞｯｸﾎｰ
を用いて掘削を行う．これらの作業は，ｵﾍﾟﾚｰﾀが深礎孔内で掘削機を運転するた
め，排土時の安全性が懸念される．ﾛﾎﾞﾊﾞｯｸ工法は，深礎孔内で使用される小型ﾊﾞｯ
ｸﾎｰを地上から遠隔操作し，孔内の無人化を図った工法である.掘削機にはｱﾀｯﾁﾒﾝﾄ
で削岩機が使用できるため，硬岩の掘削にも対応できる．
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149 軌道支持桁式鉄道高架橋 500 西武建設㈱ 042-926-3414 耐震性向上をめざした軽量桁

150 ﾀﾞｸﾀﾙ 500 大成建設㈱ 土木技術部 03-5381-5281 超高強度繊維補強ｺﾝｸﾘｰﾄ

151 Ｎｅｗ　ＤＲＥＡＭ工法 500 大豊建設㈱ 技術開発部 03-3297-7011
高気圧作業の完全無人化を目指したニューマチックケーソン工法で、コストの縮減、
工程の短縮、安全性の向上と作業環境の改善を実現。

152 ＤＲＥＡＭ工法 500 大豊建設㈱ 技術開発部 03-3297-7011
地上からの遠隔操作によるニューマチックケーソン用無人掘削機。高精度の掘削管
理、接触防止システムによる安全性の向上、普通土から岩盤まで掘削可能、高い掘
削能率による工程の短縮が可能。

153 ＢＡＤＲ床版工法 500 飛島建設㈱ 土木設計部 03-5214-7092 ハーフプレキャスト部材を用いた床版工法

154 In-Cap工法 500 不動建設㈱ 土木事業本部技術部 03‐3837‐6002 既設橋脚の耐震補強技術

155 ＳＰＥＲ工法 500 三井住友建設㈱ 土木技術部 03-5337-2132
あらかじめ帯鉄筋を埋め込んだプレキャストパネルで橋脚表面を形成し、内部にコン
クリートを打ち込んで、合成構造の橋脚を急速施工する工法です。高橋脚ばかりでな
く低橋脚にも適用できます。

156 ＭＬ工法 500 三井住友建設㈱ 土木設計第二部 03-5337-2136
外面リブ付鋼管を橋脚断面内部に補強鋼材として用い、耐震性に優れたコンクリート
合成構造橋脚を構築する工法です。橋脚の施工を大幅に省力化し、作業環境の向
上と急速施工を図るとともに、コストの縮減も可能です。

157 高流動コンクリート 500 三井住友建設㈱ 技術研究所 04-7140-5220
締固め不要で高品質な自己充填型のコンクリートです。自己充填性に加え、高強度
と高耐久性といった優れた性能も兼ね備えています。

158
ドライミックス方式プレクーリング
工法

500 三井住友建設㈱ 土木技術部 03-5337-2132
冷却媒体として、ドライアイスを用いて冷却コンクリートを製造する工法です。高品質
で、耐久性に富み、ひびわれのないコンクリート構造物を構築できます。

159 ＦＲＰ型枠 500 三井住友建設㈱ 土木設計第一部 03-5337-2135
軽量で強く、取扱いの容易な型枠で、コンクリートの打ち放し面を美しく仕上げます。
鋼製型枠や合板型枠の替わりに用いることで、地球環境の保全にも役立てることが
できます。

160 ＳＥＮＴＡＮパイル工法 500 三井住友建設㈱ 土木技術部 03-5337-2132
オールケーシング工法杭の杭先端支持力を向上させる技術で、杭径を小さくしたり、
杭長を短くすることができます。また、先端地盤における支持力性状を確認できるた
め、信頼性が高い工法です。

161 桟橋急速施工法 500 三井住友建設㈱ 土木技術部 03-5337-2132
海中に打設した杭にプレキャスト梁、プレキャスト床版をセットし、上部に場所打ちコ
ンクリートを打設して一体化し、桟橋を構築する工法です。プレキャスト部材を用いる
ことにより工期短縮が図れ、品質が優れています。

162 吊形式ＰＣ橋 500 三井住友建設㈱ 土木技術部 03-5337-2132
吊床版橋、張弦桁橋、曲弦トラス橋など、曲線ケーブルで主桁や床版を支持したＰＣ
橋であり、軽量で経済的な形式です。

163 赤外線構造物診断工法 500
鉄道総合技術研究所・小
田急建設・ｺﾝｽﾃｯｸ

小田急建設
技術開発部

045-323-3974 別添一覧表参照

164 ﾘﾌﾀｰﾜｺﾞﾝ工法 500 小田急・大成・川重
小田急建設
技術開発部

045-323-3974 別添一覧表参照
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165 白石式無人化ｹｰｿﾝ工法 500 ㈱白石 技術営業企画部 03-3253-9120

ﾆｭｰﾏﾁｯｸｹｰｿﾝ工事において，潜函工が作業室内で函内掘削機を操作して掘削を
行っていたが，これらを地上遠隔操作にすることにより，函内作業を無人で行い減圧
症等の発症を抑えることができる．また，深度が深くなり作業気圧が高くなった場合，
機械ﾒﾝﾃﾅﾝｽ等で作業室内に入函する場合，ﾍﾘｳﾑ混合ｶﾞｽｼｽﾃﾑを併用することで，
減圧症を発症することなく，安全に作業が行える．

166 In-Cap工法 500
㈱白石、日特建設㈱、不
動建設㈱の共同開発

ER事業部 03-3253-9119

In-Cap(Incremental　Capacity)工法は、レベル２地震動相当の巨大地震に対する既
設杭基礎の耐震補強工法です。In-Cap工法は、低コストでコンパクトな基礎の耐震
補強構造であり、構造物トータルとして効率の高い耐震補強を実現します。また、新
設構造物に適用することにより経済的な基礎構造とすることが可能となります。

167
ﾌﾟﾚﾃﾝｼｮﾝ方式波形鋼板ｳｪﾌﾞＰＣ
Ｔ桁橋

500 ㈱ピーエス三菱
技術本部　技術推進
部

03-4562-3070 　従来のPCT桁橋のウェブを波形鋼板に置き換えた複合構造物。上部軽量化。

168 低桁高波形鋼板ｳｪﾌﾞPCI桁橋 500 ㈱ピーエス三菱
技術本部 技術推進
部

03-4562-3070 波形鋼板ウェブ採用により桁高支間比1/35まで可能。上部工反力低減。工費縮減。

169 ＰＳＣＧ橋 500 ㈱ピーエス三菱
技術本部　技術推進
部

03-4562-3070 HSDCを使用した低桁高橋。桁高支間比1/35、鉄筋配置省略、工費縮減可能。

170 高耐久・高耐震橋脚の急速施工 500 前田建設工業㈱ 土木営業一部 03-5276-5117
高耐久埋設プレキャスト型枠（ＳＥＥＤフォーム）と突起付きＨ形鋼を組合わせた鉄骨
コンクリート複合構造橋脚で、耐久性・耐震性の向上した橋脚を極めて短期間に施
工する工法

171 NDR工法 500 五洋建設（株） 五洋建設㈱ 03-3817-7570
河川や港湾の水中構造物を、陸上条件と同じようにドライ状態で調査、補修、補強を
行うための仮設工法である。

172
インターロッキング型配筋構造
によるRC橋脚構築工法

500 東急建設㈱
営業推進本部
土木エンジニアリング
部

03-5466-5272 RC橋脚の横拘束筋合理化による建設コストの低減

173 3H工法(Hybrid Hollow High Pier) 500 東急建設㈱
営業推進本部
土木エンジニアリング
部

03-5466-5272 プレハブ・複合部材を用いた橋梁下部工の設計・施工技術

174 アマックスＧ工法 600 ㈱淺沼組 土木技術工務部 03-5269-3131
従来の工法にGPSを搭載し、転圧機械の位置をリアルタイムに計測管理ができるシ
ステム

175 N&H強制圧密脱水工法 700 清水建設㈱
土木事業本部技術第
一部

03-5441-0554
真空圧を利用して地盤内の水や空気を強制的に脱水し、地盤の密度および強度増
加による地盤改良工法
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176 盛土施工管理システム 700 東急建設㈱
営業推進本部
土木エンジニアリング
部

03-5466-5272 自動追尾トータルステーションとCADを利用した情報化施工システム

177 高強度RCプレキャスト舗装版 800 ㈱ガイアートクマガイ 新事業推進室 03-5261-9212

本技術は大型航空機やコンテナ用クレーン等の重荷重に耐えられる舗装として開発
され、急速施工や現場施工の省力化、夜間における低騒音工事が可能な方法であ
る。特に舗装版は版同士を剛性の高いコッター式継手で連結することから平面一体
化舗装が可能である。

178
機能回復型凍結抑制舗装
（FAP)

800 ㈱ガイアートクマガイ 技術研究所 0297-52-4751

凍結抑制舗装「フリーズアタックペーブ」（以下FAP）は、開粒度アスコンの空隙に、塩
害の少ない酢酸系塩類を吸収させたポリマーを注入させ、セメントミルクで固定させ
た半たわみ性舗装タイプのもので、ポリマーが塩類（または塩化物）を保持するため
効果の持続性が長く、またポリマーは何度でも塩類（または塩化物）を吸収でき、また
比較的舗装表面に分布するため、表面に塩類（または塩化物）を散布することによっ
て、その機能を回復できることに特徴があります。

179 保水性舗装（ｸｰﾙﾍﾟｰﾌﾞ） 800 ㈱ガイアートクマガイ 技術研究所 0297-52-4751

保水性舗装（ｸｰﾙﾍﾟｰﾌﾞ）は、開粒度ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装の空隙に水分を保持できる吸水性
ポリマーが注入され、保水性舗装用セメントミルクで固定されている構造のもので保
持した水分が蒸発することによって、舗装体の温度上昇を抑えることができ、路面温
度の上昇を抑えることができます。

180 発泡ビーズ混合軽量土工法 800 ㈱クボタ建設 営業本部 03-3547-9178 土と発泡スチロールビーズを混合・軽量化した盛土工法。密度・強度変更可。

181 ハイビーウォール工法 800 大日本土木㈱ ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ部 03-5229-8809 改良土ジオグリッドを用いた新しい補強土壁工法

182
遮熱排水性舗装
（クールパービアス）

800 ㈱NIPPOｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ
工務部　生産技術グ
ループ

03-3563-6731
排水性舗装に遮熱コート｢クールトップ｣をコーティングした路面温度の上昇抑制機能
を有する遮熱排水性舗装です。従来のアスファルト舗装に比べ約10～20℃もの路面
温度を低減できます。

183
保水性舗装
（クールポリシール）

800 ㈱NIPPOｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ
工務部　生産技術グ
ループ

03-3563-6731
半たわみ性舗装用開粒度アスファルト混合物の空隙に保水能力の高い｢クールグラ
ウト｣を充填し、保持した水分の気化潜熱を利用して路面温度の上昇を抑制する保水
性舗装です。

184
車道透水性舗装
（アクアパービアス）

800 ㈱NIPPOｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ
工務部　生産技術グ
ループ

03-3563-6731
舗装体中に適度な空隙を確保し、降雨を表層、基層、路盤を通して路床以下に浸透
させ、重交通道路にも適用できる雨水貯留浸透型の舗装です。

185
透水性レジンモルタル
（パームス）

800 ㈱NIPPOｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ
工務部　生産技術グ
ループ

03-3563-6731
排水性舗装表面の空隙にセラミック系人工骨材と特殊エポキシ樹脂を混合した透水
性レジンモルタルを充填した舗装体です。排水性舗装の骨材飛散や空隙づまりを抑
制し、その機能を長期間にわたって維持することができます。

186
排水性舗装トップコート工法
（パービアスコート）

800 ㈱NIPPOｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ
工務部　生産技術グ
ループ

03-3563-6731
排水性舗装の表面に特殊な樹脂を散布し皮膜形成させる工法です。排水機能を損
なうことなく、バインダーによる骨材間の結合力をさらに強化させ、摩耗や骨材飛散
などに対する耐久性を向上させることができます。

187
二層同時敷均工法
（ＤＬペーブ）

800 ㈱NIPPOｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ
工務部　生産技術グ
ループ

03-3563-6731
2種類のアスファルト混合物を上下それぞれの層に分けて1回の施工で敷きならし・
締固めて仕上げる工法です。施工には、2層同時舗設型アスファルトフィニッシャ｢ＤＬ
ペーバ｣と、アスファルト混合物供給機｢アスファルトローダ｣を使用します。
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188
明色砕石ﾏｽﾁｯｸｱｽﾌｧﾙﾄ舗装
（ホワイトエスマック）

800 ㈱NIPPOｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ
工務部　生産技術グ
ループ

03-3563-6731
脱色バインダー、白色顔料、明色骨材などを使用して、混合物を白色化した砕石マス
チックアスファルト舗装です。コンクリート舗装と同等の明色性を有するとともに、耐摩
耗性、耐流動性、水密性，ひびわれ抵抗性をも兼ね備えています。

189
防水砕石ﾏｽﾁｯｸｱｽﾌｧﾙﾄ舗装
（防水エスマック）

800 ㈱NIPPOｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ
工務部　生産技術グ
ループ

03-3563-6731
エスマックの特長の一つである水密性を高め，防水用に配合改良した砕石マスチッ
クアスファルト舗装です。混合物を十分に締め固めて不透水性を確保するために，施
工性改善の特殊添加剤｢フォームセット｣を使用します。

190
路上再々生路盤工法
（スーパーＦＲＢ）

800 ㈱NIPPOｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ
工務部　生産技術グ
ループ

03-3563-6731
スーパーＦＲＢ工法とは、破損した固結再生路盤をもう一度路上で再生する路上再々
生路盤工法です。従来のロードスタビライザでは困難だった固結再生路盤の破砕・
混合が高性能スタビライザで効率よく行うことができます。

191
切削型注意喚起舗装
（ランブルストリップス）

800 ㈱NIPPOｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ
工務部　生産技術グ
ループ

03-3563-6731
車線逸脱を音や振動によって運転者に警告する注意喚起舗装です。路面に凹型の
切削溝を一定間隔で設置し、車線を逸脱した車がその上を通過する時に、車体に生
じる音･振動により運転者に警告を与えます。

192 セーフティウォール（ASW）工法 800 みらい建設工業㈱ 企画営業部 03-5641-9104
セーフティウォール工法は、杭基礎と横矢板を主体とした垂直擁壁工法です。従来型
の擁壁に比べ底版が無いことから、施工断面を小さくすることができ、在来地盤や自
然法面への影響を最小限にとどめます。

193 景観舗装材 800 ㈱本間組 土木本部 技術部 025-229-8440
環境に配慮した舗装、廃棄物を有効利用した舗装、カラー舗装、天然素材を利用し
た舗装

194 貝殻を利用した舗装 800 ㈱本間組 土木本部 技術部 025-229-8440 かきがらを粉砕し舗装材料として使用する方法

195 ダンビー工法 900 ㈱クボタ建設 営業本部 03-3547-9178 既設管径φ800～3000mm対象の管路更生工法。馬蹄・矩形管も可能。

196 ＨＥＲＴ－Ｗａｌｌ工法 900 三井住友建設㈱ 土木設計第一部 03-5337-2135
ソイルセメント地中連続壁を地下構造物の本体壁に利用する工法です。芯材には継
手を有する角形鋼管を使用し、鋼管内部はコンクリートを充填し耐力を高めます。建
設用地の省スペース化やコスト縮減が可能になります。

197 柔構造水路・柔構造樋管 900 三井住友建設㈱ 土木設計第一部 03-5337-2135
軟弱地盤上に構築される水路・樋管をアラミドロッドで緊結することにより、地盤の不
同沈下や側方変位に追随できる新しいタイプの構造です。大きな変形特性を有する
とともに耐久性も向上します。

198
没水型低水護岸急速省力化工
法

1000 ㈱大本組 技術本部 03-3593-1541
没水型低水護岸の施工において本来必要な仮締切を不要とする護岸構築省力化工
法

199 ＯＳＪ工法 1100 アイサワ工業㈱ 技術研究所 086-944-1103
オープンシールド機により、掘削から埋戻しまでの一連作業を連続して行う開削管渠
埋設工法
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200 ボックスベアリング横引き工法 1100
安藤建設㈱
ジオスター

安藤建設㈱
土木事業部
工事情報管理Ｇ

03-3457-9636
ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄを所定の搬入口より吊りおろし、ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ（鋼球）とウィンチによりレール
（形鋼）に沿って、牽引してﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄを敷設する工法

201 合成構造取水路・放水路 1100 三井住友建設㈱ 土木技術部 03-5337-2132
鋼・コンクリート合成構造の取放水路で、鋼管の内面および外面がコンクリートに覆
われているので水密性が高く、あらかじめ製作ヤードで部材をプレキャスト化してい
るため、品質が優れており、急速施工が可能な合成管路です。

202 ハードロック工法 1100 ㈱森組（黒澤工業㈱） ハードロック工法協会 03-3808-2101
硬質岩盤、礫・玉石・転石層の推進工法　鋼管さや管方式　エアハンマーによる打撃
工法　高精度の推進可能　対応管径φ４００～８００　最大推進延長１５０ｍ

203 ＥＣエントランス 1100 ㈱森本組 ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ部 03-3265-9105 地盤改良を必要としない小口径推進坑口

204 透過性防波堤 1300 ㈱奥村組 技術本部 03-5427-2316
従来の防波堤に特徴のある通水路を設けて、波を効果的に遮断し、海水の循環を促
す透過性防波堤を構築する技術。さらに、港内の静穏度や港内水質の評価も可能。
通水路としては、ステップ型やスロープ型がある。

205
多機能水中施工機械
水中バックホウ・ビッグクラブ

1300 佐伯建設工業㈱ 技術本部技術部 03-5835-4722
陸上機械と同等の性能を持ち、水中作業用として開発した水中作業機である。通常
バケットの他に捨石均し、転圧、ケーブル埋設、トレンチ掘削等のアタッチメントがあ
る。

206
管内混練固化処理ｼｽﾃﾑ
スネークミキサ工法

1300 佐伯建設工業㈱ 技術本部技術部 03-5835-4722
軟弱土砂の空気圧送と固化処理を管路内で同時に行える管内混練固化処理システ
ムである。汎用機械を組合せ、広範囲の施工規模に対応できる。（４０～１，０００
m4/h）

207
浚渫空気圧送船
「伯水１号」「伯水５号」

1300 佐伯建設工業㈱ 技術本部技術部 03-5835-4722
組立台船上に搭載したバックホウ等で原地盤に近い含水比のまま水底を掘削し、目
的地まで空気搬送できる小型空気圧送船である。（４０～６０ m3/h）

208 ＦＭ（フローティングマット）工法 1300 佐伯建設工業㈱ 技術本部技術部 03-5835-4722
人間の歩行が困難な超軟弱地盤に網目構造のネットを敷設し、その上に重機が進
入できる良質な覆土地盤を造成する表層処理工法である。

209
水中盛土施工管理システム
（ＥＭＳ）

1300 佐伯建設工業㈱ 技術本部技術部 03-5835-4722
大水深・軟弱地盤における安全・効率的な大量盛土施工が行えるシステムである。
投入土砂の堆積形状予測・土運船の適切な誘導によりバージによる直接投入が可
能である。

210 管中混合固化処理工法 1300 東洋建設㈱ 技術部 03-3296-4623

空気圧送中の浚渫泥土に管中で固化材を添加し、圧送中に発生するプラグ流の混
練り効果を利用して管路内において浚渫泥土と固化材を混練すると共に、管路の途
中に配置した静的ラインミキサーにより強制的にプラグを崩壊させ、さらに混練りする
ことにより、固化改良土を製造するものである。

211 機械式シート敷設工法 1300 東洋建設㈱ 技術開発部 03-3296-4624
護岸等の基礎及び裏込工の吸い出し防止工として、ロール状に巻き取った高伸度
シートをクレーン台船上から専用敷設機及び管理装置を使用して、遠隔操作で敷設
する方法。
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212
軟泥用スクレープローター式高
濃度浚渫工法

1300 若築建設㈱ 技術部 03-3492-0422

従来のポンプ式浚渫船のラダー先端に「スクレープローター式浚渫ヘッド」を装備し、
スイング速度に応じたローターの回転により高濃度で軟泥をとりこみ、真空ポンプ付
き渦巻きポンプにより吸排泥を行い船外へ排送する工法で、これにより水質汚濁の
主原因となっている汚泥を薄層で効率よく除去することができ、また掘り残しなく浚渫
面がフラットなため水質浄化のための汚泥薄層浚渫に適している。
<適用条件>
自然条件：波高(H1/3):0.3m以下、風速 : 5.0m/sec以下
船体寸法：(長)40.0m×(巾)8.0m×(深)1.6m×(吃水)1.3m
対象土砂：軟泥

213 W-管混合工法 1300 若築建設㈱ 技術部 03-3492-0422

浚渫泥土を搬送する空気圧送管内に固化材スラリーを添加し、プラグ流の紺練り効
果とW-管とよばれる二股管での混合効果により泥土と固化材を効率よく混練りし、浚
渫泥土を埋立材などとして有効利用できるリサイクル工法である。
専用の混練りプラントやミキサーを使用しないため、安価にかつ大量に浚渫泥土の
固化処理が可能である。また、大型圧送船にも容易に対応できる。
<適用条件>
対象土砂：軟泥（シルト、粘性土、ヘドロ）
作業スペース：W-管が設置できるだけの幅は必要

214 脱水・減溶化システム 1300 若築建設㈱ 技術部 03-3492-0422
真空効果を併用したフィルタープレスによって、浚渫土や建設汚泥を効率的に脱水・
減容化するものです。真空を併用することによって、単位時間当たりのろ水量が増え
るため、短時間での脱水が可能です。

215 高濃度浚渫システム 1300 ㈱本間組 土木本部 技術部 025-229-8440
泥土を建設資材として有効活用する為に、浚渫から土質改良までの一連の処理を連
続的に行うシステム（トゥーリフレッシャーシステム）

216 高濃度薄層浚渫装置 1300 ㈱本間組 土木本部 技術部 025-229-8440
浚渫する泥土厚に対応して余分な水を取り込みを防止し、浚渫後の汚濁を防止でき
る高濃度浚渫装置

217 脱水促進剤 1300 ㈱本間組 土木本部 技術部 025-229-8440 脱水促進剤を利用する高含水浚渫泥土の処理方法

218 浚渫用密閉グラブバケット 1300 ㈱本間組 土木本部 技術部 025-229-8440
浚渫時余分な水を取り込みを防止し、浚渫後の汚濁を防止できる高濃度浚渫グラブ
バケット

219
管中混合固化処理システム（シ
ンプルライン工法）

1300 ㈱本間組 土木本部 技術部 025-229-8440
土砂改良プラントが不要でコストも低減でき、しかも土砂に改良材を確実に混合でき
る浚渫土砂移送システム

220
管中混合固化処理システム（エ
アバイパス工法）

1300 ㈱本間組 土木本部 技術部 025-229-8440
管路内に土砂を圧縮空気とともに供給してプラグ流の状態で圧送する浚渫土砂移送
装置において、土砂に改良材を確実に混合するシステム

221
管中混合固化処理システム（ド
ラムミキシング工法）

1300 ㈱本間組 土木本部 技術部 025-229-8440
管路内に土砂を圧縮空気とともに供給してプラグ流の状態で圧送する浚渫土砂移送
装置において、土砂に改良材を確実に混合するシステム
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222
地盤改良スラリー撹拌工法（2軸
式深層混合処理装置）

1300 ㈱本間組 土木本部 技術部 025-229-8440 地盤改良機の攪拌軸の間隔を調整することができる２軸式深層混合処理装置

223 脱水促進剤 1300 ㈱本間組 土木本部 技術部 025-229-8440
湖沼や河川、港湾等から得られる浚渫泥土を、排砂管の送泥途中で凝集させ、底部
に排水機構を設けた処理ヤードに排出して自然脱水させることを効率よく行う工法

224 土砂の集積システム 1300 ㈱本間組 土木本部 技術部 025-229-8440
ウオッシュロードや浮遊砂などの土砂を効率的に浚渫できるダム湖における土砂の
集積構造

225 貯水池堆積土砂浚渫装置 1300 ㈱本間組 土木本部 技術部 025-229-8440
ダム湖などの貯水池における堆積土砂の効率的な浚渫ができる方法およびその浚
渫装置

226 ファイバードレーン工法 1300
五洋・鹿島・ｱﾏﾉ・㈱網干
研究所

五洋建設㈱ 03-3817-7570
軟弱地盤中にファイバードレーン材を打設することにより、軟弱粘性土の中に含まれ
る多量の水を早期に排出して、地盤の安定化を促進するバーチカルドレーン工法で
ある。

227 脱水促進工法 1300 (財)土木研究ｾﾝﾀ-他 五洋建設㈱ 03-3817-7570
湖沼や河川,海域などの大量な浚渫泥土(高含水泥土)を早期に脱水処理(天日乾燥)
し、かつ強度発現を図り、浚渫泥土の有効利用を図る技術である。

228 SWAN工法 1300 五洋建設（株） 五洋建設㈱ 03-3817-7570

回転バケット式集泥機は、浚渫速度と集泥機回転速度を同期させ、泥土を地盤から
静かに切り取り、持ち上げ、浚渫する。これにより水底地盤を乱すことなく底泥を取り
込むため、従来工法に比べ汚濁の発生量を減少させることができる。さらに、浚渫掘
跡は平坦であり、余掘り量を軽減させることができる工法である。

229 袋詰脱水処理工法 1300 （独）土木研究所他 五洋建設㈱ 03-3817-7570
ジオテキスタイル製袋に高含水比土を充填して脱水を促進、土質材料として有効利
用できる工法である。

230 建設汚泥の高度処理・利用技術 1300 (独)土木研究所他 五洋建設㈱ 03-3817-7570
建設汚泥を脱水・造粒したのち1000℃、1時間焼成することによって砕石ドレーン工
法の砕石代替材(焼成ドレーン材)の製造およびその利用技術である。

231 PBS工法 1300 PBS協会 五洋建設㈱ 03-3817-7570

海岸消波構造物(離岸堤、突堤等)、あるいは、港湾外郭施設(防波堤、岸壁、桟橋
等)に対して、海中に打設した鋼管杭群にプレキャストコンクリートブロックを連結して
一体化し、杭基礎ラーメン構造体による海岸消波構造物あるいは港湾外郭施設構造
物を構築する工法である。

232 END工法 1300 五洋建設㈱ 本社営業部 03-3817-7570

薄層浚渫グラブバケット（＝ＥＮＤグラブ）と、浚渫管理及び操船管理システムで構成
され、必要最小限の浚渫土量で済むよう薄く均一に水底を浚渫することが可能で、土
中障害物の除去に適しており、水質汚濁の拡散も少ない、環境に配慮した浚渫工法
である。

233 現位置撹拌混合固化工法 1400 小野田ケミコ他 042-926-3414 現位置の土とｾﾒﾝﾄﾐﾙｸを撹拌混合し、構造体を構築する

234
固化処理した底泥土の砕・転圧
盛土工法

1400 ㈱フ ジ タ 土木本部技術統括部 03－3796-2297

ため池に堆積したヘドロ状の泥土に固化材を添加し、堤体補強の盛土材として再利
用する技術です。固化処理した土を解砕し敷均し転圧するこのにより、従来の固化
処理した土をそのまま盛土する場合と違い地山とのなじみが良くなり、クラック等の
発生が抑えられます。
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235 ため池環境整備技術 1400 前田建設工業㈱ 土木営業一部 03-5276-5117
有機物を含む湖沼・ため池の低泥を強度を持った土に改質して堤体補強土等に再利
用したり、流入した生活雑排水で汚染された水域の水質を直接浄化、流入水の浄
化、ビオトープに関する技術等

236 スパイラルタンク 1500 浅野工事㈱ 技術部 03-3666-8325
コイル状の鋼板を螺旋状に巻きながらラップする上下端部を専用の機械で重ね折り
して接合、地上から上部方向にタンクを伸ばして築造するもので、溶接がほとんど必
要なく、大掛かりな仮設足場も無く現場施工が可能

237
アルミニウム合金製屋根（テム
コドーム）設置工法

1500 ㈱フ ジ タ・ＴＥＭＣＯ社 土木本部営業統括部 03－3796-2296
ＰＣタンクにアルミニウム合金製屋根を設置する工法です。タンク内に水が貯水され
ているときは空気膜の設置で、無水状態では大型移動足場を採用し、足場工を大幅
削減することにより工期短縮が可能となります。

238 アルミニューム合金製屋根工法 1500 三井住友建設㈱ 土木設計第二部 03-5337-2136
アルミ合金の軽量性、高耐久性を活かした屋根の急速施工法です。通常のRCドーム
屋根に比べて、建設コストやメンテナンスコストを低減でき、工期も短縮できます。

239 パワーグリッド工法 1600 東急建設㈱
営業推進本部
土木エンジニアリング
部

03-5466-5272 強靱な地盤を造る補強土工法

240 ＰＴＣ本設地盤アンカー工法 1700
安藤建設㈱
他１２社

㈱エスイー 03-3340-5529

PTC工法は、構造物の基礎に用いる永久アンカーで、鉛直アンカーと斜めアンカー
がある。鉛直アンカーは地震や暴風時における高層建物、塔状建物、煙突、鉄塔な
どの転倒防止や、水圧による建物の浮き上がり防止に効果的である。また斜めアン
カーは傾斜地における偏土圧による滑りや転倒防止に対し効果的である。そのため
PTC工法による施工は、合理的で経済的な設計および工期短縮、土地の有効利用
等さまざまなメリットを有する。

241
伐採材有効利用法枠（エコ法
枠）

1700 清水建設㈱
技術研究所 施設基盤
技術センター

伐採材チップを有効利用した法面保護工

242 組杭抑止杭工法 1700 大日本土木㈱ ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ部 03-5229-8809 小口径鋼管を用いた斜面補強システム

243 　自然法面工法 1700 鉄建建設㈱ ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ本部 03-3221-2243
型枠用の布製チューブ中に高流動モルタルを注入して法枠工を形成する工法であ
り、自然繁殖による植生を活用して既存の植物体系を維持したまま法面保護工を施
工する工法である。

244 表土吹付工法 1700 飛島建設㈱ 環境研究室 04-7198-7577
既存表土中の種子を利用し、新設法面の緑化を行う。地域生態系への配慮が要求
される工事には適しています。

245 ＣＡＬ工法 1700 ㈱福田組 環境ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 025-227-5511 木質系廃材を炭化処理し添加剤とＰＨ調整材で混合した後法面に吹き付ける

246 鋼製スリットウォール工法 1700
村本建設㈱
㈱タジマ工業

技術営業ｸﾞﾙｰﾌﾟ 03-3238-2151
補強材にﾁｪｰﾝを用いた補強土の新工法。従来工法での工費を大幅削減可能。用途
に応じ緑化壁・PC壁を選択。
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247 ユニラップ工法 1700 ライト工業㈱ 法面防災部 03-3265-2454
吹付法枠の高品質・高強度のモルタルコンクリートを提供する為エアーポンプ圧送工
法を実現、水平500ｍ、直高150ｍまで圧送でき高所での法枠・構造物への打設から
補強・補修工事まで適用できる。

248 ロービングショット工法 1700 ライト工業㈱ 環境緑化部 03-3265-2445
耐候性や耐久性に優れた長繊維をエアーによってホース内を強制的に連続搬送し、
生育基盤材中に混入させた工法です。長繊維の混入は、生育基盤材の補強と耐浸
食性を向上させ、省力化によるコスト縮減が可能。

249 ロービングウォール工法 1700 ライト工業㈱ 環境緑化部 03-3265-2445

砂とセメントの混合物に長繊維をエアーの圧力で強制的に吹付ノズルの先端にて混
入させ、吹付により補強土構造物を造成し、その補強土表面を厚層基材吹付工など
で緑化する2種類からなる工法の一体施工方法の総称です。補強土によって法面の
安定化を図るとともに、その表面を緑化することで景観の向上を図ることができる。

250 エコサイクル緑化工法 1700 ライト工業㈱ 環境緑化部 03-3265-2445
建設副産物をはじめとする様々な廃棄物を、法面緑化工事用の生育基盤材の一部
として有効利用し、自然回復を図るリサイクル緑化工法。

251 オールグリーニング工法 1700 ライト工業㈱ 環境緑化部 03-3265-2445

建設副産物である砂質系現地発生土や伐採木・抜根チップなどを現地で専用の全
自動ミキシングプラントにて混合し、高所作業車取付吹付ノズルシステムを用いて樹
林化などに適した厚い生育基盤を大量搬送・吐出により造成する環境配慮型吹付緑
化工法。

252
法面緑化工法（プレプラント緑化
工法）

1700 前田建設工業㈱ 土木営業一部 03-5276-5117
あらかじめ育成した多様な植生ユニットを用いてダム工事や農道工事に多い切り土
岩盤やコンクリート吹きつけ裏面等の無土壌法面に対して早期に緑化を計る

253
擬似擁壁工法(SW工法・TOP工
法)

1700 東急建設㈱
営業推進本部
土木エンジニアリング
部

03-5466-5272
ロックボルトと表面保護工により地山の擬似擁壁化を図ることによる地山補強土工
法

254 ラディッシュアンカー工法 1700 東急建設㈱
営業推進本部
土木エンジニアリング
部

03-5466-5272 太径棒状補強体を用いた地山補強土工法

255 VSL-J1永久アンカー工法 1700 東急建設㈱
営業推進本部
土木エンジニアリング
部

03-5466-5272 永久地盤アンカー工法

256 発泡樹脂　微生物固定化担体 1800 浅野工事㈱ 技術部 03-3666-8325

下水・し尿・産業排水等の処理において、反応槽内に、「ポリプロピレンを原料とし、
微生物の固着性並びに表面積増加のための発泡操作を行い、水中での流動性、汚
濁物質との接触効率等を改善した十字型発泡樹脂担体」を使用し、効率的に汚水中
の有機物や窒素類を分解・除去する処理システム

257 電磁波殺菌コンポストシステム 1800 浅野工事㈱ 技術部 03-3666-8325
マイクロ波加熱方式（電子レンジの原理）で、O－１５７を始めとする原料汚泥を８５°
Cで２分間以上加熱し、病原性細菌の殺菌を行うのと同時に、電子エネルギーにより
汚泥の水分を低下させる

258 ＦＲＪ工法 1800 ㈱福田組 技術部 025-227-3531 滞水砂層地盤でも補助工法なしの非開削で取り付け管の接続が可能となる工法

259 スーパーミクロ工法 1800 真柄建設㈱ 技術研究所 0761-51-7400
小口径推進工法では、従来不可能とされた長距離曲線推進を可能とした泥水１工程
式推進工法

260 ミクロ工法 1800 ㈱真柄建設 技術研究所 0761-51-7400
小口径推進工法では、従来不可能とされた長距離曲線推進を可能とした泥水２工程
式推進工法
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261 プラス工法 1800 ライト工業㈱ プラス工法部 03-3265-2457

ベントナイトを主材料とするプラスマッド安定液を壁面安定液として溝を掘削し、一定
の長さにあらかじめ連結した管あるいはボックスカルバートをその中に沈埋して所定
の位置で吊り金具にて固定し、プラスマッド安定液を個化することによって工事完了
とする簡便で画期的なこうほうです。

262 ＡＰＧ工法 1900 ㈱新井組 環境・技術営業部 3442‐6681 ｺﾝｸﾘｰﾄｶﾞﾗで擁壁を造るﾌﾟﾚｷｬｽﾄ重力式擁壁工法

263
グラウンドカバープランツの動力
吹付緑化工法
<ﾋﾞｵ･ｾﾙ･ｼｮｯﾄ工法>

1900 ㈱大本組 技術本部 03-3593-1541
従来、人力による植付けに頼っていた栄養（苗）繁殖性植物の機械吹付けを可能に
した緑化工法

264 ハイブリッド浮島 1900
建設省土木研究所・（財）
土木研究センター及び民
間１１社の共同開発

技術本部 03-5427-2316
ハイブリッド浮島は、生態環境の環境整備対策としての浮島と都市排水路の浄化等
に使用されている糸状生物担体を組み合せたシステム。波浪の抑制による侵食の防
止と植生帯を保全。浮島の下には魚類の生息空間の創出も可能。

265 コンパクトウエットランド 1900 ㈱奥村組 技術本部 03-5427-2316
湿地（ウエットランド）を用いて自然環境を維持しつつ河川の水質を浄化するシステ
ム。少ないスペースで効果的な水質浄化が可能。一次処理としてバイオリアクターで
汚濁の負荷を下げ、一次処理水と余剰汚泥とをウエットランドに流し浄化する。

266 油汚染土壌の浄化技術 1900 ㈱奥村組 技術本部 03-5427-2316

油汚染土壌を洗浄や微生物処理により修復する浄化方法。移動設備式洗浄処理は
汎用式の機械を使用し、小規模から大規模処理まで処理システムを提供することが
できる。また、微生物分解処理技術は、原地盤に生息する微生物を活性化し処理す
るもので、低コストで浄化することができる。

267
重金属汚染土壌の浸漬処理工
法

1900
㈱奥村組（五洋建設㈱・
鉄建建設㈱との共同開
発）

技術本部 03-5427-2316

浄化は、浸漬処理と分級処理の２過程で構成される。浸漬処理は汚染土壌を洗浄液
に漬け置きする方法で、水だけでは容易に洗い出せない汚染物質を分離し易い状態
に転換する。分級処理は浸漬土壌をすすぎ洗いした後に、振動ふるい等で汚染物質
が多く吸着している粘土成分を除去する。

268 エンビコ式浄水システム 1900 ㈱クボタ建設 営業本部 03-3547-9178 ﾎﾟｰﾗｽｺﾝｸﾘｰﾄを使用した急速ろ過システム。ろ過材に砂および活性炭を使用。

269 膜ろ過式浄水システム 1900 ㈱クボタ建設 営業本部 03-3547-9178 セラミック膜および中空糸膜を使用したろ過システム。自動運転が可能。

270 土壌修復工法 1900 ㈱クボタ建設 営業本部 03-3547-9178 ダイオキシン類等の汚染物質を、還元剤を加えて無害化する工法。

271 泥水クローズドシステム 1900 ㈱鴻池組 大阪本店土木設計部 06-6244-3671
分散剤と遠心分離機の導入により、掘削泥水の劣化を未然に防止し、大幅なプラン
ト設置面積の縮小と建設汚泥の減容化を図った。

272
環境付加低減型ソイルセメント
工法

1900 ㈱鴻池組
土木本部ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ
部

06-6244-3619
セメントミルクの注入・撹拌による地盤改良や山留め壁構築等において、廃棄ソイル
セメントスラリーの発生量を大幅に削減できる。

273 エコシャフト 1900 ㈱鴻池組
大阪本店土木技術部
環境G

06-6244-3675 都市部の狭い用地でも構築可能な廃棄物の大深度保管システム。

274 アオコの急速処理技術 1900 佐伯建設工業㈱ 技術本部技術部 03-5835-4722
発生したアオコを周辺環境に影響を与えず効率良く廉価で迅速に除去する装置であ
り、加圧・遠心加速・衝突等の物理力を利用している。
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275
現場内発生廃棄物利用の緑化
土壌造成工法（RECO-Soil工
法）

1900 清水建設㈱
土木事業本部技術開
発部

03-5441-0518
現場で発生したコンクリート塊や木片等の廃棄物を場外処分することなく、場内でリ
サイクルし、緑化土壌を造成する工法

276 人工海底山脈築造技術 1900 西武建設㈱ 042-926-3414 石炭灰を再利用して海底に山脈を構築し、人工漁場を築く

277 RCCL工法 1900 西武建設㈱ 042-926-3414 ﾘｻｲｸﾙ砕石を利用したﾍﾞﾝﾄﾅｲﾄ混合土

278 ナチュラルマット 1900 西武建設㈱ 042-926-3414 急傾斜部における遮水層構築技術

279 ﾀﾞｲﾚｸﾄｼﾞｵﾃｯｸｼｽﾃﾑ 1900 西武建設㈱ 042-926-3414 吹き付け遮水ｼｰﾄ工法

280 ｹﾞﾙｼｽﾃﾑ 1900 西武建設㈱ 042-926-3414 廃棄物最終処分場の漏水検知・修復技術

281 ｵｰﾊﾞｰｷｬｯﾋﾟﾝｸﾞｼｽﾃﾑ 1900 西武建設㈱ 042-926-3414 廃棄物最終処分場の跡地整備技術

282 西武ﾚｵﾛｯｸ 1900 西武建設㈱ 042-926-3414 二次製品の遮水ﾌﾞﾛｯｸ（材料はﾍﾞﾝﾄﾅｲﾄ）

283 ｱｰｽｿｰﾊﾞｱﾘｱ・ﾌﾟﾛｾｽ 1900 西武建設㈱ 042-926-3414 汚染土壌の封じ込め技術

284 底泥置換覆砂工法 1900 大成建設㈱ 土木技術部 03-5381-5281 湖沼底の泥とその下の砂の置換工法

285
透過性浄化壁による硝酸性窒
素汚染地下水の浄化

1900 大成建設㈱ 土木技術部 03-5381-5281 透過性浄化壁工法による硝酸性窒素汚染地下水の原位置浄化

286 ＰＦＰ工法 1900 大豊建設㈱ 技術開発部 03-3297-7011 浚渫土等を分離・分別及び脱水し、大幅に減容化する高圧フィルタープレス工法。

287 ソイルロックシステム 1900 大豊建設㈱ 技術開発部 03-3297-7011
シールド工事や基礎工事から発生する高含水の軟弱土砂を連続的に改良するシス
テム。小型・無騒音・無振動・自動制御・経済的などの特長を持つ。

288 インバート発生土利用システム 1900 大豊建設㈱ 技術開発部 03-3297-7011
鉄道や道路のシールドトンネルにおいてインバートに掘削土砂を再利用する工法。
建設発生土を削減できる。
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289 汚染土壌浄化技術 1900 ㈱竹中土木 技術本部 03-3542-6321
ダイオキシン、重金属、揮発性勇気化合物等の有害物質や油等で汚染された土壌を
低コスト、高品質で浄化する技術

290
データマイニングを用いた定性
データの相関解析

1900 ㈱地崎工業 土木部技術課 03-3592-6955 難しいとされてきた定性データ間の相関解析や諸現象をデータマイニングにより解析

291 自然循環方式水処理システム 1900 鉄建建設㈱ ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ本部 03-3221-2243
　自然の浄化機能を活用した水質浄化技術であり、多孔質接触酸化ろ材やマイクロ
ハビタット（微生物の住みか）用木炭，木質ろ材，脱臭・脱色用特殊木炭およびリン除
去装置等を組み合わせて効率的に浄化するシステムである｡

292 土壌汚染の原位置浄化工法 1900 鉄建建設㈱ ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ本部 03-3221-2243
　土壌に洗浄液を注入または混合し、汚染物質が溶出し易い状態にして分級洗浄処
理を行う原位置浄化工法であり、洗浄液には有機酸を使用して浸漬放置後にプラン
トで分級洗浄を行い、不溶化処理を施して再生する土壌浄化工法である｡

293 バイオガスシステム 1900 鉄建建設㈱ ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ本部 03-3221-2243
　INNOVAS社（ドイツ ミュンヘン）がミュンヘン大学と共同開発した技術であり、家畜
ふん尿、生ごみ等の有機性廃棄物を嫌気性発酵させ、発生するメタンガスを集めて
自家発電／温水給湯のエネルギーとして有効利用するシステムである｡

294 ニューカラーコート・E 1900 東亜道路工業㈱ 本社営業部 03-3405-1813 豊富なｶﾗｰﾊﾞﾘｴｰｼｮﾝで景観舗装に適している、耐久性が高い。

295 ビオパーク 1900 東洋建設㈱ 環境ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ部 03-3296-4623
水耕性植物を配した緩傾斜水路に湖沼や河川の汚濁水を通し、水路内の水耕性植
物に水質汚濁の原因物質である窒素やリンを栄養分として吸収させることで水質浄
化を図るものである。

296
ダイオキシン類汚染底泥のトー
タル処理システム

1900 東洋建設㈱ 環境ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ部 03-3296-4623

汚染底泥の浚渫から無害化まで一括施工・管理できるシステムで、特に、従来技術
との違いは、土砂の脱水時に発生するろ過水を低清浄ろ過水と高清浄ろ過水に分け
ることによって、後処理である凝集沈殿装置を省略することが出来る。また、高清浄
度ろ過水は従来、ろ過塔と吸着塔の２塔によって処理していたが、新規材料を使用
することによって両性能を持ったろ過吸着塔のみで処理が完了できる。なお、当該技
術は適用する条件は特になく、底泥であれば何にでも対応可能である。

297 吹付型吸音工法 1900 飛島建設㈱ 環境研究室 04-7198-7577 凹凸面にも使用できる屋外吸音工法で、大気浄化機能もおこなえます。

298 飛砂防止工法 1900 ㈱福田組 技術部 025-227-3531 ガレオナイトＨＫを土壌改良材として使用した無公害な飛砂防止工法

299 ＯＣシステム 1900 ㈱福田組 環境ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 025-227-5511 木質系廃材を植物性バインダーで固化させた後歩道等に使用する工法

300
緑化技術（ＣＧボード、よりどりみ
どり）

1900 ㈱福田組 環境ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 025-227-5511 保水性、透水性、施工性に優れた炭のボード材に芝を張ることで緑化が可能となる

301 クローズドシステム 1900 ㈱福田組 環境ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 025-227-5511
埋立地を移動式屋根で覆うことで外界と遮断できクリーンな処分場を建設できる。屋
根を移動することで繰り返し使用できる

302 カプリオン 1900 みらい建設工業㈱ 企画営業部 03-5641-9104

カプリオンは、河川や海岸などに敷設して護岸を構築するための護岸擬石です。形
状及び製法は、ラテックス糊を浸透させ圧型し椰子の糸で編み込んだ椰子繊維マット
を型枠として用い、コンクリートを打設し椰子繊維マットを一体的にしたものです。ま
た、コンクリート量により重量の調整が可能なので、防災機能に適した効力を発揮す
る護岸擬石です。
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303 トリビオン 1900 みらい建設工業㈱ 企画営業部 03-5641-9104

根固・被覆ブロックは、容易な施工性と優れた防災機能から自然と直接対面して使
用されるケースが多くしかも大量に使用されてきました。その結果自然環境面におい
て、緑や水辺の不調和・動植物の棲息阻害など色々な諸問題が生じてきています。
そこで、従来のコンクリートブロックの施工性や防災機能を損なうことなくこれらの諸
問題を解決するために、自然と調和・共生が可能なポーラスコンクリート（連続した空
隙を有する、透過性・透気性が大きい、水質浄化機能を促進するといった特性を持つ
コンクリート）を併用し考案したブロックです。

304 地中汚染物質の封じ込め 1900 ㈱本間組 土木本部 技術部 025-229-8440 遮水壁による地中の汚染物質の封じ込め方法

305 人工ゼオライト 1900 前田建設工業㈱ 土木営業一部 03-5276-5117
埋め立て処分されることが多い火力発電所の焼却石炭灰を資源循環の一環として
農業用土壌改良材、水質浄化材、法面緑化材、汚染物質吸着材として利活用する
技術

306
真空加圧脱水機による浚渫土・
底泥の再利用技術

1900 前田建設工業㈱ 土木営業一部 03-5276-5117
長年にわたって沈殿した有機物を含む湖沼・クリークの低泥を真空加圧脱水機で強
度を持った土に改質し、堤体補強土・道路材等に有効利用する技術

307
底泥・汚泥ケーキの植生用土壌
化(ケーキリソイル)

1900 前田建設工業㈱ 土木営業一部 03-5276-5117
脱水したため池やｸﾘｰｸの低泥を団粒化改質・加熱乾燥改質・低温焼成改質・吸水改
質等により植生用土壌に改質する技術

308
泥土再生利用技術（コカグリー
ン）

1900 前田建設工業㈱ 土木営業一部 03-5276-5117
湖沼やｸﾘｰｸの廃棄底泥を中性のまま改良する吸水性土壌改質材で、改質された土
は農地の嵩上げ、植生用、盛り土材等に再利用可能

309
木チップの緑化基盤材利用
（ウッドベース工法）

1900 前田建設工業㈱ 土木営業一部 03-5276-5117
ダム工事や大規模造成工事で発生する伐採材、ダム湖流木、間伐材を現地で短期
間に堆肥化し、法面などへの緑化基盤材として有効活用を図る技術

310
土壌地下水汚染対策のエンジ
ニアリング

1900 前田建設工業㈱ 土木営業一部 03-5276-5117
重金属や有機塩素系化合物等で汚染された、あるいは汚染の恐れのある土地や地
域で、土壌・地下水汚染に関する一連の調査、計画、試験、設計、対策工事、アフ
ターフォローを一元化して行うもの

311 クレイガード工法 1900 五洋建設㈱ 本社営業部 03-3817-7570
浚渫土等の粘土に間隙調整材（ベントナイト）やゲル化材（水ガラス）を混合した土質
系遮水材料（クレイガード材料）を遮水構造に取り入れることで、遮水構造に変形追
随性を持たせる工法である。

312
FSコンクリートを使用したコンク
リート二次製品

1900 東急建設㈱
営業推進本部
土木エンジニアリング
部

03-5466-5272 天然骨材を使用しないコンクリート二次製品

313 アクアブリック 1900 東急建設㈱
営業推進本部
土木エンジニアリング
部

03-5466-5272 雨水貯留・浸透槽用プラスチック充填材

314 ビオレーゼ工法 1900 東急建設㈱
営業推進本部
土木エンジニアリング
部

03-5466-5272 連接蛇かご植生工法

315 アクアトラップ 1900 東急建設㈱
営業推進本部
土木エンジニアリング
部

03-5466-5272 雨水貯留システム
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316
原位置土壌浄化工法
「Ｌ＆Ｒジオファイン工法」

1900 ㈱松村組 土木本部土木技術部 06-6354-8820
重金属及びVOCで汚染された土壌を掘り上げずに、直接原位置処理を行うため、安
全面と経済性を飛躍的に改善した。

317 シリカ薄液液状化対策工法 2000 ㈱奥村組 技術本部 03-5427-2316
浸透性に優れた溶液型超微粒子シリカを注入薬液に用いた注入固化による液状化
対策工法。改良半径が大きく削孔本数が大幅に減少するため、工期、工費の低減が
可能。既設構造物直下や狭隘な現場での液状化対策工法に適用可能。

318 ＨＹＳＣ杭工法 2000 ㈱鴻池組 東京本店土木設計部 03-3296-7602 地中に造成したソイルセメント柱にリブ付鋼管を挿入して合成杭を構築する。

319 つばさ杭 2000 ㈱鴻池組 東京本店土木設計部 03-3296-7602
鋼管杭の先端に設けたらせん型の翼により、大きな先端支持力によるコスト低減と
無排土施工が可能。

320 Ｇｅｏ－ＫＯＮＧ工法 2000 ㈱鴻池組 東京本店土木設計部 03-3296-7602
起振機の代わりに静的に材料を突き固めながら地中に圧入し地盤を締固める工法。
材料にコンクリート廃材や溶融スラグ等のリサイクル材を利用できる。

321 締固め砕石ドレーン工法 2000 ㈱鴻池組 東京本店土木設計部 03-3296-7602
ケーシング内に配備した突棒による周辺地盤の締固め効果を兼ね備えることによっ
て、従来の砕石ドレーン工法をよりグレードアップした工法。

322 砕石ドレーン工法 2000 ㈱鴻池組 東京本店土木設計部 03-3296-7602
砂地盤中に砕石等を柱状に打設し、水平方向の排水距離を短縮させることで排水効
果を高め、液状化を防止する工法。

323 Ｎ＆Ｈ強制圧密脱水工法 2000 ㈱鴻池組 東京本店土木設計部 03-3296-7602
ドレーン材、気密シート等の部材を改良することにより、高品質、工期短縮、コスト縮
減を可能にした真空圧密工法。

324 動的グラウチング工法 2000 ㈱鴻池組 土木本部原子力部 03-3296-7648
通常は一定である注入圧力に10Hz程度の脈動を与えることによりグラウトの流動
性・浸透性を高める効果があり、ダムの基礎処理等へ適用できる。

325
自動化オープンケーソン工法
（SOCS工法）

2000 ㈱鴻池組 東京本店土木設計部 03-3296-7602
自動水中掘削機でケーソン刃先部地盤を掘削し、玉石等の硬質地盤に適用できる
自動化オープンケーソン工法。掘削震度100mまで施工可能。

326 曲線ボ－リング工法 2000 西武建設㈱ 042-926-3414 曲線ﾎﾞ-ﾘﾝｸﾞによる地下の有効利用

327 　ラテラルジェット工法 2000 鉄建建設㈱ ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ本部 03-3221-2243
　空気併用型二重管方式による高圧噴射攪拌工法を水平方向に施工可能とした工
法であり、造成管と排泥管を分離し、内部圧力を利用して排泥量を調節しながら改良
体を造成する工法である｡

328
コンパクショングラウチング
（CPG）工法

2000 みらい建設工業㈱ 企画営業部 03-5641-9104

コンパクショングラウチングは、流動性の極めて小さいソイルモルタルを地盤中に圧
入して均質な固結体を連続的に造成し、この固結体による締固め効果で周辺地盤を
強化する工法です。ソイルモルタルは低流動性のため一般に地盤に浸透せず、注入
点付近で地盤を強制的に押し広げてそのまま充填固結し、締固め効果を発揮しま
す。これらの原理を基にして、緩い砂地盤の液状化対策に用います。

329 MSカップリングケーソン工法 2000 ㈱守谷商会 技術本部 026-223-8192
ケーソン基礎の天端に設ける止水壁について、壁剛性を大きくして構造的信頼性を
向上させ、さらに躯体との接合における安全性を高め、かつ着脱の簡便性を実現す
る。

330 ＲＡＳコラム工法 2000 ライト工業㈱ 地盤改良部 03-3265-2456

セメント系のスラリーを利用した機械撹拌工法で大口径の改良が可能で、削孔撹拌
ヘッドと撹拌翼が正逆回転することで、原位置とスラリーを機械的に高速撹拌混合
し、従来方式で問題とされる撹拌土砂に共回りが解消され良品質の改良が可能で
す。また従来の単軸式大口径に新しいニ軸式が加わり、適用範囲を拡大。
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331 エコジェット工法 2000 ライト工業㈱ 地盤改良部 03-3265-2456
高圧噴射の施工に伴って、産業廃棄物として大量に排出されるセメント混じりの俳泥
が現在問題になっていますが、この工法は俳泥にセメントミルクがほとんど混じらず、
凝集分離等による減量化が容易にできる環境にやさしい高圧噴射工法。

332 オープンウイング工法 2000 ライト工業㈱ 地盤改良部 03-3265-2456
開閉翼可能な先端装置を使用し埋設物下、道路下の軟弱土を効率良く改良できる。
小さな削孔径（200ｍｍ）で大きな改良体（最大1200ｍｍ）を造成できるうえ、使用され
る改良機は小型で、路上や線路上などの狭地でも機動性に優れている。

333
水平撹拌地盤改良（ＨＥＭＳ工
法）

2000 ライト工業㈱ 地盤改良部 03-3265-2456
従来の地盤改良工法では施工困難とされる構造物直下等に存在する軟弱層の改良
を可能にした水平撹拌工法です。開閉可能な先端装置を用いて、閉翼状態でパイ
ロット削孔を行い、開翼して改良体を造成します。

334
拡幅式地盤改良工法(SWING工
法）

2000 ライト工業㈱ 地盤改良部 03-3265-2456
拡幅機構を有した撹拌翼による機械撹拌に高圧噴射を併用することによって、部分
改良、ラップ改良を可能にした、大口径の地盤改良工法です。

335 マックスパーム工法 2000 ライト工業㈱ 地盤改良部 03-3265-2456
本工法は軟弱地盤の強化を目的として開発され、注入工法の基本である浸水注入
によりできるだけ土の骨格構造を壊すことなく注入剤を土の粒子間に浸透させる方
法を用います。

336 TRD工法 2000 ライト工業㈱ 地盤改良部 03-3265-2456 溝の掘削と固化液の注入、原位置との混合・撹拌を行ない地中に連続した壁を造成

337
軟弱地盤上の土構造物の安定
化工法

2000 ㈱本間組 土木本部 技術部 025-229-8440
軟弱地盤上の土に中空埋設物（強化プラスチック管）を挿入推進させて、埋設するこ
とで、載荷土を軽量化する安定化工法

338 動的注入工法の開発 2000 東急建設㈱
営業推進本部
土木エンジニアリング
部

03-5466-5272 脈動注入による確実性の高い地盤注入工法

339 深礎工事機械化工法 2000 東急建設㈱
営業推進本部
土木エンジニアリング
部

03-5466-5272 深礎工事ロボットを使用した機械化深礎掘削工法

340 ベントリーシステム 2000 東急建設㈱
営業推進本部
土木エンジニアリング
部

03-5466-5272 アースドリル杭に使用されるベントナイト安定液のリサイルシステム

341
低空間既製杭中堀り工法
「SPACE21工法」

2000 ㈱松村組 土木本部土木技術部 06-6354-8820
従来の杭打ち機では施工が困難であった低空間・狭小場所での既製杭の施工にお
いて工程面と経済性を飛躍的に向上させることを実現している。

342
拡縮方式深層混合処理工法
「拡縮コラム工法」

2000 ㈱松村組 土木本部土木技術部 06-6354-8820
拡縮機構と正逆同時回転機構に特徴のある深層混合処理工法で、空掘部を有する
地盤改良おいて工程及び経済的に効果を発揮する。

343 サイバーシート工法 2100 アイサワ工業㈱ 技術研究所 086-944-1103 高強力ポリエチレン繊維を用いたコンクリート構造物補修・補強工法

344 サイバーメッシュ工法 2100 アイサワ工業㈱ 技術研究所 086-944-1103 高強力ポリエチレン繊維を用いたコンクリート構造物剥落防止工法

345 ワタナベX工法 2100 アイサワ工業㈱ 技術研究所 086-944-1103 高結晶性ポリプロピレン短繊維を用いた繊維補強コンクリート
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346 ＪＰＧ工法 2100 ㈱淺沼組 土木技術工務部 03-5269-3131 空洞（埋設休止管、防空壕跡等）を砕石微粉（JP)で充填する工法

347 ＰＲＩＳＭ工法 2100 ㈱新井組 環境・技術営業部 3442‐6681
従来ｺﾝｸﾘｰﾄでつくられていた構造物を、土構造物とすることを可能にした補強土壁
工法

348 負圧吸泥式高濃度浚渫船 2100 ㈱大本組 技術本部 03-3593-1541 浚渫地盤を乱すことなく軟泥を堆積状態に近い高濃度で浚渫する技術

349
管中混合固化処理工法
<ﾊﾞﾗﾝｽﾐｷｼﾝｸﾞ工法>

2100 ㈱大本組 技術本部 03-3593-1541 浚渫土砂に圧送管内で固化材スラリーを噴射注入し、混合・攪拌を行う工法

350
現位置攪拌混合固化工法
<ISM工法>

2100 ㈱大本組 技術本部 03-3593-1541
施工箇所にある砂礫を現位置においてセメントミルクと攪拌混合し、所定の強度を有
する基礎や構造体を構築する技術

351 センターポール式深礎掘削工法 2100 ㈱大本組 技術本部 03-3593-1541 大深度深礎工事の機械化施工技術

352
泥土の急速脱水・減容固化処理
技術<ﾏｯﾄﾞﾗｯﾌﾟ工法>

2100 ㈱大本組 技術本部 03-3593-1541
脱水と固化を同時に行うことにより、効率的に減容化と有効利用を可能にした経済的
な工法

353
ダイオキシン類汚染底泥の脱水
減容化・濾水無害化処理技術<
ﾀﾞｲｵﾗｯﾌﾟ工法>

2100 ㈱大本組 技術本部 03-3593-1541
ダイオキシン類含有泥水をフィルタープレスにて脱水減容化し、ダイオキシン類を封
じ込めた脱水ケーキと清澄な濾水に分離する技術

354
スロットスターによるコンクリート
構造物解体工法

2100 ㈱奥村組 技術本部 03-5427-2316

既設構造物や機械設備等に近接しているコンクリート構造物の改築・解体工事にお
いて、振動や粉じんを抑制し、既設の構造物に損傷を与えることなく解体できる工
法。「スロットスター」を用いてコンクリートの解体部分の外周の縁切りを行い、ブレー
カ、油圧くさび、ダイヤモンドワイヤーソー等を用いて破砕、切断する。

355 デメテル（Demeter）工法 2100 ㈱奥村組 技術本部 03-5427-2316
モニター画面で、水中の状況や、水中構造物と解体機械の相対的な位置関係をリア
ルタイムで把握し、水中構造物を解体する工法。仮締切り工が不要で大幅な工期短
縮、コスト縮減が可能。振動・騒音も低減できる。

356
最終処分場の自然加圧修復シ
ステム

2100

㈱奥村組（（財）地域地盤
環境研究所・㈱淺沼組・
西部建設・㈱ホージュンと
の共同開発）

技術本部 03-5427-2316

最終処分場のしゃ水工の健全性の検知と修復が簡単に可能なシステム。しゃ水シー
トにより密閉された空洞部にスラリー状のしゃ水材を充填し、これに接続した連通管
の液面の変動を測定し健全性を検知。シート破損と同時にしゃ水材が浸透し、自己
修復を行い、漏水を防止する。

357
コンクリート構造物の耐久性診
断・評価システム

2100 ㈱奥村組 技術本部 03-5427-2316

コンクリート構造物の塩害、中性化などの問題に関し、コンクリート構造物の劣化の
程度、現状のコンクリートがどの程度の耐久性を有しているのかを評価診断するシス
テム。システムはパソコンで簡単に起動することができ、対話形式で評価診断を行え
る。

358
リ・バースコンクリート（解体ｺﾝｸ
ﾘｰﾄを全量使用した現場再生ｺﾝ
ｸﾘｰﾄ）

2100 ㈱奥村組 技術本部 03-5427-2316
現場で簡単に製造する再生コンクリートで、コンクリート廃材を現場内で破砕しそのま
ま骨材として利用する。JIS規格外のコンクリートとして使用できる。専用製造装置は
コンパクトで10ﾄﾝトラックに積載可能。
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359
堤体非開削による遮水壁構築
工法

2100 ㈱クボタ建設 営業本部 03-3547-9178
推進工法によるダクタイル鋳鉄管の構築において、管内から遮水壁を構築する工
法。

360 桟橋のプレキャスト施工技術 2100 佐伯建設工業㈱ 技術本部技術部 03-5835-4722
桟橋の施工において承盤を陸上でプレキャスト化し、一括して設置することによって
工期の短縮、安全性の向上、コストの縮減を図れる工法である。

361 ３面ﾌﾟﾚｷｬｽﾄｱﾗﾐﾄﾞ注入工法 2100 佐田建設㈱ 技術部（東京） 03-5391-1553
ｱﾗﾐﾄﾞ繊維を工場で３面ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ化し、狭いｸﾘｱﾗﾝｽでも施工可能なＲＣ橋脚の耐震
補強工法。

362 ﾄﾝﾈﾙ用循環型集塵装置 2100 佐田建設㈱ 技術部（本社） 027-290-1641
ﾄﾝﾈﾙ坑内の粉塵を換気ファンにて坑外に排気し、高圧水噴射と三重のフィルター材
にて除去する集塵装置。

363 ドリームホール工法 2100 佐田建設㈱ 技術部（本社） 027-290-1641 下水道工事において、マンホールブロックを直接沈設する人孔築造施工装置の開発

364 クケイホール工法 2100 佐田建設㈱ 技術部（本社） 027-290-1641
小口径推進の到達立坑とマンホールを兼ねた矩形ﾌﾟﾚｷｬｽﾄﾏﾝﾎｰﾙを使用した施工
方法の開発

365 マイクロエース工法 2100 佐田建設㈱ 技術部（本社） 027-290-1641
下水取付け管工事において、既設１号ﾏﾝﾎｰﾙを発進立坑とした取り付け管（φ150）
推進工法。

366
ＦＲＰグリッド増厚巻き立て工法
（ＭＲ-Ｓ工法）

2100 ㈱さとうベネック 土木事業本部技術部 097-537-8044

　カーボン・アラミド・ガラスなどの高性能連続繊維を、耐薬品性に優れた樹脂で格子
状に一体成形したＦＲＰグリッドと付着性能に優れたポリマーセメントモルタルを使用
して既設コンクリート構造物を補修・補強する工法。
　従来工法と比較して、錆びず、軽量かつ高強度のＦＲＰグリッドを鉄筋の代用とし、
さらにポリマーセメントモルタルの施工を吹付としたことで、耐食性、耐候性に対する
品質の安定性や作業性・安全性の向上が実現した。

367 アーバンクール（保水タイプ） 2100 世紀東急工業㈱
技術本部技術部技術
推進課

03-3434-3248
舗装体内に保水された水分が蒸発し、水の気化熱により路面温度の上昇を抑制す
る舗装です。

368 アーバンクール（遮熱タイプ） 2100 世紀東急工業㈱
技術本部技術部技術
推進課

03-3434-3248
微小中空粒子とアクリル系樹脂などを混合した樹脂系混合物を舗装表面に吹き付け
て,太陽光の日射による路面温度の上昇を抑制する舗装工法です。

369  スペック・キーパー 2100 世紀東急工業㈱
技術本部技術部技術
推進課

03-3434-3248 排水性舗装の空隙詰まり物質を除去して排水性舗装を回復させる機械です。

370 ＤＤ工法 2100 大豊建設㈱ 技術開発部 03-3297-7011
ケーソン等の水中構造物の製作工法で、製作時にドックを着底状態とするため風波
浪の影響を受けにくく、安全で確実な施工ができる。

371 半円筒スリットケーソン 2100 大豊建設㈱ 技術開発部 03-3297-7011
反射波と波力を大幅に低減できる消波部材一体型の防波堤。優れた消波性能と経
済性が特徴。
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372 ＤＥＦＩＭＡ 2100 大豊建設㈱ 技術開発部 03-3297-7011
トンネルなどのコンクリート構造物を火災による熱から守る吹き付けタイプの耐火材。
耐火性能と経済性に優れている。

373 走行式コンクリート点検システム 2100 ㈱竹中土木 技術本部 03-3542-6321
台車に搭載したサーモグラフィとハイビジョンにより、トンネル覆工等のコンクリート構
造物の表面及び内部の劣化を診断、最適な補修工法を選定するシステム

374 石炭灰リサイクル技術 2100 ㈱竹中土木 技術本部 03-3542-6321
石炭火力発電所より排出される石炭灰の自硬性を利用し、地盤改良固化材に利用
する技術。

375 雪冷熱蓄熱システム 2100 ㈱竹中土木 技術本部 03-3542-6321
冬季の積雪を地下等の貯雪槽に保存し、夏季の冷房等に利用し、電力消費量を削
減するシステム

376 高品質再生粗骨材製造技術 2100 ㈱竹中土木 技術本部 03-3542-6321
コンクリート廃材から粗骨材を取り出して再利用するための、製造プラント。すり揉み
機構により、セメント分を確実に除去する。

377 ＧＲＦ工法 2100 大日本土木㈱ ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ部 03-5229-8809 深礎基礎周囲にロックボルト状補強材を配置して杭体積を縮する工法

378 ＤＫＩシステム 2100 大日本土木㈱ ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ部 03-5229-8809 在来推進工法付加可能な注入システム、推力検知システム

379 ＩＳＭ工法 2100 大日本土木㈱ ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ部 03-5229-8809 現位置攪拌混合固化工法

380
防犯カメラの画像を用いた狭域
地震観測・防災システム

2100 ㈱地崎工業 土木部技術課 03-3592-6955
コンビニ・銀行に設置してある防犯用ビデオカメラの画像を用いた狭域地震観測・防
災システム

381 ソイルセパレータ工法 2100 東亜建設工業㈱ 土木本部 技術開発部 03-3262-5106
ソイルセパレータ工法は、遠心分離装置の一種であるソイルセパレータを用いて、泥
水状態の浚渫土砂から砂分を取り出し、養浜・盛土・干潟などの各種建設材料にリ
サイクルするシステムです。

382 生物共生護岸 2100 東亜建設工業㈱ 土木本部 技術開発部 03-3262-5106

生物共生護岸は、単調な生物相に偏りやすい護岸域に多様な生物の生息場を設
け、自然との共生を図るものです。水辺やそこに生息する生物とのふれあいにより、
人々の心に和みを与えてくれます。当社「護岸診断再生システム」による護岸診断
サービスを行う際に、護岸リニューアルとしてご提案するメニューの一つです。

383 超多点注入工法 2100 東亜建設工業㈱ 土木本部 技術開発部 03-3262-5106
超多点注入工法は、新しいタイプの液状化防止工法として注目されています。当工
法は、数十から数百のノズルを地盤中に立体的に配置し、予め測定した透水係数等
のデータから最適な圧力・流量による浸透注入を自動制御で行ないます。
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384 コンクリート充填検知システム 2100 東洋建設㈱ 美浦研究所 029-885-7511

型枠内や鉄筋に取り付けた小型振動デバイスにより、見えない箇所へのコンクリート
の充填を検知するシステム。
・校正用のセンサや校正作業が必要なく、空気、水、コンクリートの識別が可能。
・振動デバイスは小型、薄型で狭い隙間への充填検知が可能。
・充填状況はリアルタイムで表示し、打ち上がり時間の記録も可能。

385
テラシステム（吸水型振動締固
工法）

2100 東洋建設㈱ 技術開発部 03-3296-4624

液状化対策工法で、ケーシング先端部に給水装置を取り付け、振動締固め時に発生
する過剰間隙水圧を強制的に排除し周辺地盤の密度を増大させるとともに、載荷装
置により地盤表層部への締固めを可能とする吸水・載荷併用振動締固め工法であ
る。

386 ＳＤＰ工法（静的締固め杭工法） 2100 東洋建設㈱ 技術開発部 03-3296-4624

液状化対策工法で、回転貫入装置に連結された外管ケーシングと油圧シリンダに連
結された突き固め用の内管ケーシングから構成された二重管ケーシングによる静的
締固め工法で、圧気による造成杭の拡径が可能であり、補給材料に建設発生土も利
用できる。

387
石炭灰を利用した高含水土砂改
良工法

2100 東洋建設㈱ 技術部 03-3296-4623
高含水比の浚渫土を直接土砂改良装置に投入し、乾燥石炭灰を混合して、固化処
理土を製造するものである。

388 U型水上コンベヤ工法 2100 東洋建設㈱ 技術開発部 03-3296-4624
搬送用ゴムベルト断面がU型のコンベヤを用いた土砂輸送工法。U型コンベヤのフ
レームを複数に分割し、コンベヤを浮かせるためのフロートをゴムジョイントで接続す
ることで水面上を乗り継ぎ無しで自由に曲送できる構造である。

389
ネオドレーン工法（障害物対応
型液状化対策工法）

2100 東洋建設㈱ 技術開発部 03-3296-4624

プラスティック系ドレーン材を用いた排水工法による液状化対策工法。軽量・小型の
削孔型ドレーン打設機を使用しているため硬質地盤やコンクリートなどの障害物に対
応できる。また、狭隘な区間や低振動のため近接施工が可能で、斜め方向にも打設
出来る。

390 海水殺菌装置 2100 東洋建設㈱ 建築営業部 03-3296-4616
ポンプでくみ上げた海水を送る配管途中に通電パイプを設置し、微弱電圧（５Ｖ前後）
をかけることにより、海水中の微生物・細菌を滅菌する。

391 RCガード 2100 徳倉建設㈱・日本ＲＣＧ㈱ 土木本部技術部 052-961-3276
「ＲＣガード」は塗布するだけでコンクリート表面を緻密に改質し、コンクリート構造物
の耐久性を高め、長寿命化とライフサイクルコスト低減を実現する浸透性無機系コン
クリート改質材。

392
地熱利用によるヒートポンプシス
テム

2100
徳倉建設㈱・ジオ・パイオ
ニア

土木本部技術部 052-961-3276 地球温暖化が問題視されている中、地中熱を利用したエネルギー有効利用技術

393
貯水池法面防護工(ブロックマッ
トの水上施工)

2100 徳倉建設㈱ 土木本部技術部 052-961-3276 風化した法面を適切に工法を選定し防護工を施工する一連の設計施工システム

394 ダム水源地土砂対策 2100
徳倉建設㈱（有限責任中
間法人ダム水源地土砂
対策技術研究会）

土木本部技術部 052-961-3276 ダム湖や溜池等に堆積している土砂を浚渫し、湖の機能を復元させる技術
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395 ＴＤＲショット工法 2100 飛島建設㈱ 土木設計部 03-5214-7092 クリーンな作業環境で施工できる断面修復補修工法

396 SAVEコンポーザー工法 2100 不動建設㈱
ｼﾞｵｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ事業
本部技術統括部

03‐3837‐6034 静的締固め砂杭工法

397 ＭＢＭ工法 2100 ㈱真柄建設 技術研究所 0761-51-7400
直接基礎による建築物の基礎下に配置する特殊マットにより、交通振動の低減を可
能とする工法

398 ＳＡＭＭ工法 2100 三井住友建設㈱ リニューアル室 03-5337-2138
アラミド３軸メッシュによりコンクリートの表面を保護し耐久性を高める工法で、構造物
のライフサイクルコストを低減させます。

399 アラミド・ブラケット工法 2100 三井住友建設㈱ リニューアル室 03-5337-2138
補強に用いる外ケーブルの定着部を、主桁に確実に固定する工法です。複数の外
ケーブル用定着ブロック(ブラケット）をアラミドＦＲＰロッドを用いプレテンション方式で
主桁に定着します。

400 フーチングＰＣ補強工法 2100 三井住友建設㈱ リニューアル室 03-5337-2138
既設フーチングの水平・鉛直方向にプレストレスを与えることにより、せん断耐力、曲
げ耐力を向上させる補強工法です。

401 ＭＩＤＴシート工法 2100 三井住友建設㈱ 土木技術部 03-5337-2132
コンクリート表面を高機能防水シートにより被覆することにより、防水・防食機能をも
たせ、高耐久、高品質の構造物を実現する工法です。

402
部分プレキャストシート補強工
法

2100 三井住友建設㈱ リニューアル室 03-5337-2138

梁の側面と下面のみにアラミドシートを貼り付けるＵ字型補強と、付帯物を避けて部
分的にアラミドパネルを全周巻付けをする部分閉合補強を併用する工法です。支承
や落橋防止装置などの付帯物が梁上面に設置されており、閉合補強が困難な区間
でも有効に補強できます。

403 ジオマリーン 2100 若築建設㈱ 技術部 03-3492-0422
海面処分場の護岸背面に用いる材料で高い遮水機能と低コストを実現し自然環境
にやさいしい二重遮水シートです。特長には、高度な遮水機能、優れた施工性、品質
管理が容易が挙げられます。

404
コンクリート構造物の健康診断
のお勧め

2100 若築建設㈱ 技術研究所 03-3492-0680
公開されている技術的情報や多くの施工経験を基にして独自に開発した「鉄筋コンク
リート構造物の調査診断システム」を用いることによって、調査結果を体系的に評価
することで客観性を付与し、維持管理方法や対策方法の計画を効率的に作成しま

405 SSP工法 2100 ㈱白石 ER事業部 03-3253-9119

ﾊﾟｲﾙﾍﾞﾝﾄ橋脚の耐震補強には，鋼板巻きたてが採用されている．これらの施工で
は，鋼板を設置するため，杭周辺に土留めを設置して土砂を掘削し，鋼板を設置す
る作業が行われている．SSP工法は，杭周辺を掘削することなく，圧入にｳｫｰﾀｰｼﾞｪｯ
ﾄを併用することで，鋼板を地上から設置することができる.圧入時の反力も杭から取
るため，非常に狭いｽﾍﾟｰｽでも施工可能である.

406 PCｳｪﾙ-ﾘﾌﾚ工法 2100 ㈱白石 ER事業部 03-3253-9119

PCｳｪﾙの耐震補強には，鋼板巻きたてが採用されている．既設の橋梁直下で施工を
行わなければならず，土留めの設置や掘削および鋼板設置に問題が生じる．PCｳｪﾙ
-ﾘﾌﾚ工法は，圧入にｳｫｰﾀｰｼﾞｪｯﾄを併用し，PCｳｪﾙ周辺に鋼板を設置することができ
る工法である.ｳｫｰﾀｰｼﾞｪｯﾄを使用するため，砂礫地盤まで適用可能である.
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407 ｴｺ-ﾘﾌﾚ工法 2100 ㈱白石 ER事業部 03-3253-9119

既設の配水池・配水槽の多くは箱型ｺﾝｸﾘｰﾄ構造物でほとんどが旧設計基準で築造
されている．これらはひび割れによる漏水発生や大規模地震に対する耐力不足が懸
念される．ｴｺｰﾘﾌﾚ工法は，既設ｺﾝｸﾘｰﾄ製配水池・配水槽を補修補強する工法で，
構造物の水平鉛直方向に外ｹｰﾌﾞﾙ方式で緊張部材を配置し，2次元的にﾌﾟﾚｽﾄﾚｽを
導入し耐震補強を行う工法である.

408 袋詰脱水処理工法 2100 ㈱ピーエス三菱 技術本部 技術推進 03-4562-3070 　透水性の袋に、軟弱な土を詰め脱水を促進する環境対策処理工法。

409 水中PCｺﾝﾌｧｲﾝﾄﾞ工法 2100 ㈱ピーエス三菱
土木本部　メンテナン
ス部

03-4562-3024 　PC鋼材を帯鉄筋として用いた既設橋脚の水中耐震補強工法。二重締切り等不要。

410 拡翼式中硬岩掘削機械 2100 ㈱ピーエス三菱 土木本部 基礎部 03-4562-3027 　中硬岩盤（qu=50N/mm2）をより確実・迅速・効率的に掘削できる。Φ3.3～5.0m可

411
鋼矢板控え壁式自立土留工法
（SCB工法）

2200 ㈱さとうベネック 土木事業本部技術部 097-537-8044

掘削面の土砂崩れを防ぐ鋼矢板の土留壁を控え壁と支圧壁で支えて自立させるも
ので、従来工法のように、掘削後の空間に横組の切梁を組んで土留壁を支える必要
がない工法。
　梁式土留工法と比較して、切梁や腹起しを使用しないので、掛け払い作業が無く安
全で、箱抜などの構造物への悪影響を回避できる。
　アンカー式土留工法と比較して、敷地境界までの余裕幅（2～3m）が少なくて済み、

412
切土拡幅工事の仮設防護柵
（Ｌ型ガード工法）

2200

㈱さとうベネック
Ｌ型ガード工法研究会

（㈱川嶋建設）

土木事業本部技術部
（経営推進室）

097-537-8044
（0796-52-
3123）

供用中道路の拡幅工事や、切土法面の崩壊等の災害復旧工事において、切土工や
既設ブロック積み撤去時に破砕物の供用車線への飛散防止を図る防護柵の一種で
ある工法。
従来の親杭横矢板土留工と比較して、短期間に交通規制箇所を移動しながら施工を
することにより工期を短縮でき、杭を打設しないため環境（振動・騒音）に優しい。

413 仮設山留め鋼材の本体利用 2200 清水建設㈱
土木事業本部技術開
発部

03-5441-0518
地下構造物を構築するための山留めに適用する柱列式連続地中壁で使用するH型
鋼材を本体構造物として利用する技術。本体構造物の壁厚の薄肉化、地下空間の
有効利用が可能

414 壁内井戸工法 2200 清水建設㈱
技術研究所
社会基盤技術セン

03-3820-6997
山留め内に設置した井戸により集水・涵養することで、線状地下構造物の建設により
遮断される地下水を保全する技術

415 鋼矢板岩盤打込み工法 2200 大成建設㈱ 土木技術部 03-5381-5281 本矢板を特殊ｶﾞｲﾄﾞ矢板に添わして岩盤に直接打込む。
416 スルーパス工法 2200 飛島建設㈱ 土木技術部 03-5214-7086 地下水流の自然な復旧を促す目的で開発された土留壁工法

417
オープンウイング工法(拡翼式固
化処理工法)

2200
五洋建設㈱、ライト工業
㈱

五洋建設㈱ 03-3817-7570
軟弱な地盤に対し、セメントミルクを注入しながら機械的に地盤を改良するし、小口
径のパイロット削孔(φ200mm)で大口径(最大φ1,200mm)の改良体を造成可能とした

418
ＲＤＳ工法による総合管理シス
テム

2300
安藤建設㈱
他４社

日本国土開発㈱ 0462-85-3339

本工法は、地中連続壁を本設構造物として利用する事が可能な工法です。 構造継
手を使用する事で2方向版として機能させています。 又、後打ち壁と合成構造とする
事も可能です。 施工管理支援システム及び継手洗浄機、鉄筋立起こし機を開発し、
一体打ちと同等の性能を持つ継手工法を採用しています。

419
鋼コンクリート半円形仮締切工
法

2300 東洋建設㈱ 電力部 03-3296-4661

水深40mを超える高水圧に対して安定性及び止水性を確保できる仮締切で、貯水池
水位を下げずにダム再開発を可能にしたもの。ボックス鋼矢板によるセル型仮締切
であり、その内部には水中不分離性コンクリートを打設、その他安定性、止水性の確
保のため様々な構造上の工夫を行っている。

420
制震ブレースを用いた耐震補強
システム

2500 ㈱青木建設
営業本部企画ｴﾝｼﾞﾆｱ
ﾘﾝｸﾞ部

03-5439-8508
建物の外壁面に摩擦ダンパーを組込んだ制震ブレースを取り付けることにより、大地
震時における建物の揺れを小さくします。ほとんど外部からの作業で補強できるた
め、居ながら補強が可能です。

421
コンクリート構造物のライフサイ
クルコスト（LCC）評価システム

2500 清水建設㈱
土木事業本部技術第
一部

03-5441-0186
コンクリート構造物の長期劣化予測およびライフサイクルコストを評価し、適切な維持
管理計画を立案

422 キャピラリーバリア 2500 日本国土開発㈱ 施工本部 03-5410-5772 毛管力を活用した覆土で降雨浸透流量をコントロールする工法
423 動圧密工法 2500 日本国土開発㈱ 施工本部 03-5410-5772 重錘を繰り返し落下させて地盤密度を改良する工法
424 トラック積載土量の計測装置 2500 ㈱本間組 土木本部 技術部 025-229-8440 デジタルカメラで撮影された画像を解析し、積載土量を計測するシステム

425 流動化処理工法（フローデル） 2500 前田建設工業㈱ 土木営業一部 03-5276-5117
発生した残土や汚泥などの建設副産物を流動化処理土として有効利用する際に、こ
の流動化処理土の品質を設計・製造・施工の各段階おいてマネジメントする技術
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426
超高性能コンクリート（ＳＱＣ）構
造物

2500 前田建設工業㈱ 土木営業一部 03-5276-5117
構造物の耐久性を飛躍的に向上させた超高性能コンクリートで、高強度で締固め不
要な充填性の良いコンクリート・高強度鉄筋などを使用し、必要に応じて鋼繊維補強
をし、耐震性能、ＬＣＣを向上させている

427
小径コアによる構造体コンクリー
トの物性評価（ソフトコアリング）

2500 前田建設工業㈱ 土木営業一部 03-5276-5117
耐震補強やリニューアル工事の事前調査で既存構造物のコンクリート強度をコアリン
グピースで評価する際、コア径を従来の１０ｃｍにかえて径２．５ｃｍのピースで推定
する手法で、簡便でかつ構造物の損傷を軽微にとどめ、補修も容易となる

428
ｾﾒﾝﾄ系高強度・高じん性複合材
料(HSDC)

2500 ㈱ピーエス三菱
技術本部　技術推進
部

03-4562-3070
セメント、細骨材及びスチールファイバーなどから成り、粗骨材を使用しない複合材
料。
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